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平成11年度森林捻合研究所四国支所年報

はじめ に 四国支所の新たな時代に向けて

現在，全国の国立研究機関で研究体制見直 しが行われていますが，こうした研究体制変

更の発端 となったは高エネルギー物理学あるいはバイオサイエンスの分野か らだと言われ

てい ます。そしてその狙 いは，激烈な競争 と市場原理 に基づいて学問・研究 をすれば成果

も上が り，詰 まる ところノーベル賞 にあるようです。 しか し，私達の ように森林 を扱 う研

究分野で，果たしてこのような市場原理に基づ く競争の中で本当に正 しく実行 してゆける

ので しょうか。多 くの研究者が疑問に感 じていることと思います。こんな時，私達は「そ

れでは，どうする」といった対案 をどしどし出 してゆかねばならないでしょう。さもないと，

結果 として安逸 と惰眠を貧る怠惰な現状維持派などとい うレッテルが貼 られて しまい，そ

んな中で「相手の言っていることにも一理あるかな」 と気後れしてしまったり，「どうせ，

泰山鳴動ネズミー匹」 とタカをくくった不真面目者ととられてしまうのです。

さほど遠 くない昔の出来事，つ まり戦後の焼け跡時代や60年安保の時代，そ して70年初

頭の学生運動の時代等々。今 にして思えば，多 くの人々が無意味な観念論や宗教論争 にエ

ネルギーを使ってきたものだと感心 させ られます。しか し当時は，そんな無駄 なエネルギー

を使っても，経済発展するだけのエネルギー溢れる時代だったのでしょう。それに比べて，

現在は誰 もが奇妙に賢 くなって「損 をすまい」 と行動 しているような気が してなりません。

どの時代の出来事をとってみても，後になってみると，何となく方針があって物事を展開

してきたように見えるものですが，実はそうではなかったのです。その時は誰 もが何 も分

からずただただ右往左往するばか りだったのです。そ う思 うと，私達もこの節 目の時期に，

主張すべきはし，協調を恐れず，もっともっと右往左往 したほうがこれから面白い研究人

生を送れるかも知れません。

かと言って，敢えて不安な迷路 に身 を置けなどと薦める気は毛頸あ りません。ただ，せ

めて F最近， 自分は楽 しく研究 しているだろうか』，F本当に意義ある仕事 をしているのだ

ろうか』，rそうでないのな ら，なにが悪いのだろうか』，『変えてゆ くためには， どうすれ

ば良いのであろうか』 といったことを常 に反奏 しながら研究業務 にあたって欲 しい と思 う

のです。そ して， こうした問題意識を下敷 きにして，森林・林業・ 木材産業研究の特徴は

何であるか，現在の経済効率－一一辺倒の風潮の中で どのような戦術，戦略で研究 を展開して

いったら良いのか等 を大いに議論すべ きで しょう。勿論，結論 は直 ぐに出ませ んが，議論

を戦わせ大言壮語 しているうちに何 とはな く元気が出て くるものです。その結果，それを

本人が 自覚するとしない とに拘わらず，森林・ 林業・ 木材産業研究の進展につながる新 た

な方向が見えて くるというものでしょう。

何やら説教じみてしまいましたが，このような平成12年という節目の時期を迎え，森林

総合研究所四国支所では研究体制を巡る諸問題に取り組むとともに，豪雨・急傾斜地の表

現で代表される四国地域の特性 を考慮 しかつ将来を見据 え，環境保全 に配慮 した森林管理

技術や林業経営技術の開発 に日々遇進 してまい りました。そして，ここに11年度の調査 ・

研究業務の概要を取 りまとめることができましたので，関係各位のご参考 に供 されれば幸

いと存ずる次第でございます。なお，最後 とな りましたが，試験地設定や試験・研究業務

の運営に際して様々なご助力，ご助言等を賜わることのできた森林管理局，林木育種セン

ター，各県の行政・試験研究機関，大学，森林組合 ならびに民間の林業家の皆様 に対 し，

衷心 より御礼 申し上げる次第でございます。
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研究問題 ⅩⅢ

小大課題

1 ．環境保

1 ）

2 ）

平成11年度の研究課題（平成11年4月現在）

豪雨・急傾斜地域の森林管理技術の高度化

研　　 究　　 課　　 患 担　 当
課題担当者 研究年度 予算区分

止 考

表打 ▲▲‾‾エ　 小　 課　 患 研究室

全的森林管理技術の向上

林地保全研

林地保全研

林地保全研

北海道 ・
土壌研

林地保全研

林地保全研

造林研

造林研

造林研

造林研

造林研

保護研

（吉永秀一郎）

8 －11

11－13

11－14

11－14

11－13

7 －11

6 － 9

－11

9 ～13

10－12

経常

経常

環境研

（新規）

（新規）

急傾斜地における立地環境の保全技術の開発 （吉永秀一郎）
（3）ヒノキ人工林化によって起こる土壌特性 山田　　 毅

の変化の解明

（4）窒素無機化特性が森林の一次生産に及ほ

書永秀一郎
三浦 覚
稲垣 善之
稲垣 善之

す影響の評価

（5）枯死木や根株の腐朽分解による C O 2 放

吉永秀一郎
篠宮 佳樹
山田 毅
吉永秀一郎

出量の評価‾

（6）森林流域からの水質負荷の実態解明

（7）森林化した耕作放棄地の公益的機能の変

稲垣 善之
三浦 覚
篠宮 佳樹
山田 穀
田中 永晴
酒井 佳美
石塚 成宏
松浦陽次郎
吉永秀一郎
山田 毅
三浦 覚
篠宮 佳樹
稲垣 善之
書永秀一郎

究

公害防
止

地域絵

C O 2収支

（新規）
四万十川

（新規）

勤評価

環境資源としての森林の保全技術の向上

篠宮 佳樹
山田 毅
稲垣 善之
田淵 隆一
酒井 武
倉本 恵生
酒井 敦
（田淵 隆一）

∠ゝロ

経常

経常

経常

経常

四国傾斜地

（1）光環境変化が複層林下木の成長過程に及 田淵　 隆一
ぼす影響の解明

（2）源流域天然林の構造と横能の解明

（4）天然林主要構成樹種の種子生産一実生走

酒井 武
倉本 恵生
酒井 敦
大黒 正
酒井 武
倉本 忠生
田淵 隆一
酒井 敦
大黒 正
倉本 恵生

着過程の解明

（5）雑草木の種子散布特性と人工林への侵入

酒井 武
大黒 正
酒井 敦
田淵 隆一
酒井 敦

過程 田淵 隆一
酒井 武
倉本 恵生
大黒 正
佐藤 重穂
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大課題

2 ．高

5

研　　 究　　 課　　 患 担 当
研究室

課患担当者 研究年度 予算区分 備　 考
中課題　　　　　 小　　　 課　　　 電

（6）清流環境保全のための保育管理手法の開 造林研

関西・造林
研

経営研

田淵　 隆一 11～14

ノ7 －11

～12
8 ～12

8 ～17

10－12

10～12

10－11

11～14

11－12

公害防 （新規）
発

度に人工林化した地域における林業経営技術の向上

酒井 武
倉本 恵生
大黒 正
酒井 敦
竹内 郁雄

（前藤 薫）

止

経常

四万十川

収穫試験地

1）中山岡地域における林業経営技術の改善 （松村　 直人）
（1）魚梁瀬天然木の調査管理システムの開発 小谷 英司

松村 直人
松村 直人（5）四国地域における収穫試験地資料を用い 経営研

経営研

造林研

林地保全研

保護研

経営研

経営研

経営研

経営研

造林研

林地保全研

経営研

指定Ⅱ

治山事

た長伐期林の暫定収穫予測 」、谷 英司
都築 伸行
松村 直人

（四国）

（6）森林生態系を重視した公共事業の導入手 導入手法

長伐期施業

（新規）

法調査

（8）森林組合の事業展開分析と合理的森林管

小谷 英司
都築 伸行
田淵 隆一
酒井 武
倉本 恵生
酒井 敦
書永秀一一郎
篠宮 佳樹
稲垣 善之
山田 穀
前藤 薫
田端 雅進
佐藤 重穂
都築 伸行

業

経常

経常

指定Ⅰ

公害防

理受託方策の検討 松村　 直人
（9）森林資源情報の効率的管理システムの検 松村　 直人

討

8ゆ長伐期施業の経営的評価

（川 流域森林資源の空間分布解析 ・評価と環

小谷 英司
都築 伸行
松村 直人
小谷 英司
都築 伸行
松村 直人

境保全機能の変動評価

8勿四万十川モデルフォレストにおける事例

小谷 英司
都築 伸行
田淵 隆一
酒井 武
倉本 恵生
酒井 敦
書永秀一郎
篠宮 佳樹
稲垣 善之
山田 鼓
松村 直人

止

指定Ⅰ

四万十川

（新規）

研究 造林研
林地保全研
保護研
林業経営・
解析研
林業軽骨・
環境管理研

田淵 隆一
吉永秀一郎
前藤 薫
家原 敏郎

斉藤 和彦

モデルフォレ
スト四国
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平成11年度の特掲課題

「 車

特定研究

1 ．モ ニ タ リ ング

環境研究

2 ．C O 2収支

3 ．貿易 と環境

総合研究

巨‾車 重

称 研究 課 期間

酸性雨等の葬林生態系への影響モニタリング

担当研究室
」

7 － 1 1 林地保 全 研・ 造 林

研・ 保護研・ 経営研

四国傾斜地に対応 した野菜・ 花 き等の集約的生産技術の確立

環境庁 …地球環境研究総合推進十

E
衛星デー タ

1 1 － 1 3 林地保全研

人工衛星データ等を利用 した陸域生態系の3次元構造の計測

とその動態評価に関する研究

9 － 1 1 経営研

垂司

環境庁…国立機関公害防止等試験研究

6 ．四万十川

科学技術庁・＝科学技術振興調整費

7 ．菌・昆虫相互作用

8 ． マルチソース森林資

源調査

よる清流の保全に 1 1 ～ 1 4 林地保 全 研・ 造 林

研・保護研・経営研

（ 国際共同研究 「二国間型」）

針葉樹病害 における菌 と昆虫の相互作用に関する共

マルチソース森林資源調査 と森林経営の認証手法 に

同研究

担　 当 研究年度 予算区分 備　 考
研　　 究　　 課　　 患

課題担当者車 重 「 二 ‾㌃ ‾車 ＿叩 患

2 ）中山問地域における森林生物の管理技術の高
度化
（2）スギ ・ヒノキ穿孔性害虫の個体群変動要

研究室

保護研

保護研

保護研

保護研

保護研

林地保全研

森林生物・
腐朽研

（前藤 薫）

、佐藤 圭穂 8 －10 経常

経常

経常

公害防 （新規）

囚の検討 前藤　　 薫 －12
（3）病虫獣奮発生情報の収集と解析

（5）キバチ科 ・クビナガキバチ科昆虫と共生

前藤 薫
田端 推進
佐藤 重穂
田端・推進

元一 9

－14

10～■12

11～14

11－12

する菌類の分類と分布に関する調査

（6）水生節足動物相を指標とした流域環境の

前藤 薫
佐藤 重穂
前藤 薫

評価 佐藤　 重穂 止 四万十川
（7）ヒノキ材質腐朽病害の感染経路と伝染棟 田端　 雅進 指定 Ⅰ （新規）

式の解明 前藤 薫
書永秀一郎
稲垣 善之
阿部 恭久

ヒノキ腐朽病
生
ロ

森 林 ，海洋 等 におけ る CO 2収 支 の評価 の 高度 化 11－14 林 地保全 研 ・造林 研

農 林 水産業 及 び 農林 水産 貿易 と資 源 ・環境 に関す る稔 合研 究 8 ～12 林 地保全 研

同研究 11 保護 研

関す る共 11 経営 研



葦

毛
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1 ．環境保全的森林管理技術の向上

1 － 1）急傾斜地に虫ける立地環境の保全技術の開発

森林の生産機能や公益的機能は，森林土壌が有する機能に負うところが大きい。森林の維持可能な生産を

支えるために，また，水源かん養，水土保全などの機能を維持するために、森林土壌を保全することが重要

である。しかし，森林の取 り扱い方を誤ると，地表浸食によって表層土壌が流亡 し，森林が有する諸機能を

低下させる恐れがある。四国地域では急傾斜の山地が多く，土壌の流亡が起こりやすいので，森林土壌の保

全技術を確立させることが求められている。この中課題では，急傾斜山地の立地環境特性を解明するととも

に，各種森林施業が森林土壌に与える影響を解明して，林地保全・地力維持を目的とした立地区分法を目指

して い る。

平成11年度にはこの中課題において， 5課題を実施した，うち 1課患，（3 ）「ヒノキ人工林化によって起

こる土壌特性の変化解明」は本年度をもって完了した。その他の 4 課題は平成11年度からの新規課題である0

（ 3 ）ヒノキ人工林化によって起こる土壌特性の変化の解明

天然林を伐採してヒノキ人工林に転換 した時に，土壌はどのように変化するか，その実体を把握するため

に，四万十森林管理著大正事務所管内の市ノ又国有林で調査を行った。

その結果，ph，交換酸度，仝炭素，窒素量などの数値は天然林・ 人工林ともかなりばらついていたが・

人工林化に伴って一定の変化傾向を示すことはなかった。また，水分特性や孔隙組成にも大きな違いはなく，

全般的には人コニ林化によってとくに物理性が悪化することはなかった。ただし，一部の人工林では固相率が

高く透水性が悪かった。これは，元々物理性の悪い場所であった可能性もあるが，伐採時に表層が浸食され

た可能性 もある。

この地域の天然林はヒノキ・モミ・ ツガなどの針葉樹を主体 とする林分である。これをヒノキ人工林へ転

換しても，大きな土壌の諸性質の変化はなかったが，人工林化に際しては伐採時の地表撹乱に注意が必要で

ある。また研究の深化のためには，若歳～高齢の人工林を幅広く調査 し，土壌の変化を時系列的に追跡する

ことが望 ましい。

（ 4 ）窒素無機化特性が森林の一次生産に及ぼす影響の評価

森林生態系の窒素循環が，樹種によってどのように異なるか調べるために，高知県大豊町のアカマツ林，

ヒノキ林，スギ林，落葉広葉樹林で，りターフオールによる窒素供給量，土壌の窒素無機化速度などを調査

した。

落葉広葉樹林は，針葉樹林に比べて土壌の窒素無機化速度とリターフオールによる窒素供給量が大きく・

窒素循環速度の大きい森林であることが明らかになった0 しかし，森林の一次生産と土壌の窒素無機化速度

の間には明瞭な関係がみられず，これまでの欧米での報告 とは結果が異なっていた0 今回の窒素無機化速度

の測定方法（30 日間実験室培養）では，植物が利用できる窒素量を正しく評価できていない可能性があり，別

法による植物の窒素利用可能量の推定が必要である。
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（ 5）枯死木や根株の腐朽分解による CO 2 放出量の評価

森林で枯死した材，放置されている間伐材・板柾などは，炭素の貯蔵庫として模能し，C O 2の放出を遅延

させ る効果が期待 される。スギ とヒノキの角材 を全 国15林分に設置 して初期分解速度 を調べ た結果では，6 ケ

月後の回収時における分解速度は，スギ材で1．4－5．8％／yr．，ヒノキ材で0．8”3．3％／yr．であった。切り

捨て間伐を行った林分における切 り株 と倒木の分解速度を調べた結果では，切 り株で0．7～3．9％／yr．，倒木

では2．7～4．8％／yr．であった。これらの億は，前記の全国15林分での初期分解速度とおおむね同じであった。

北方針葉樹 3 試料木を林内で分解させる試験では，半年間における密度の減少はアカエゾマツ4．2％， トド

マツ3．2％，カラマツ18．4 ％であった。いずれの分解試験でも時系列的に分析する必要があり，今後継続ま

たは林分の追加 を行 う。

（ 6 ）森林流域からの水質負荷の実体解明

四万十川流域において，森林が渓流の環境維持に果たしている機能を評価する目的で，固定試験地におけ

る定期調査（月 2 回）と，多点（91支流）における豊水期・渇水期の水質調査を行った。固定試験地の定期

調査の結果，天然生林流域と人工林流域を比較すると，前者の流域で渓流水の硝酸濃度が高い傾向にあった。

これは，これまで報告されている事例 と同様の傾向で，人工林の方が窒素の要求度合いが高いためと考えら

れる。多点における調査の結果では，91支流全てで豊水期・渇水期とも仝窒素濃度は0．6mg／L以下，容存有

機炭素濃度は 6 m9／L以下であり，これらの数値を見る限りとくに汚染されてはいない。91支流を平均すると，

仝窒素濃度は渇水期に数値が大きかったのに対して，溶存有機炭素濃度は豊水期で大きかった。

（ 7）森林化した耕作地放棄地の公益的機能の変動評価

中山同地域の過疎化に伴い耕作地放棄地が増加している。耕作地放棄は，放置され荒れた状態の場合と，

植林されて森林化しつつある場合があるが，森林化によって土壌がどのように変化するか，また水保全機能

等の公益的機能がどう変動するかを調べる必要がある。

今年度は，高知県土佐町における耕作放棄地の増加を，撮影年度の異なる空中写真 （1966年，1978年，

1 987年，1997年）を用いて解析 した。その結果，耕作放棄地は，棚田がまとまって広く分布する地域ではな

く，沢の奥や山の上などに点在するような場所に多いことがわかった。また耕作放棄地は，集落から稚れた

奥地から順に分布が拡大する傾向があった。ただし，解析 した期間内（およそ30年間）で，拡大現象が特定

の時期 に集中するということはなかった。

1 － 2 ） 環境資源としての森林の保全技術の向上

急峻な地形と豪雨の頻発する気候下において森林は高い環境保全機能の発揮を求められている。さらにそ

の基盤である林業経営を維持させるため，省力化を念頭においた林分管理技術の開発が不可欠である。複層

林化が近年広が りつつあるが，その健全な発達促進と施業可能な条件解明のため，上木密度管理のもたらす

諸効果等の施業技術開発を実施中である。また水質等を含めた立地環境保全機能発揮へ向け，源流域森林の

管理手法を開発する。

この中課題のもとで，平成11年度には前年度からの継続課題 4 つと新規課題として公害防止研究「四万十

川」の小課題である「清流環境保全のための保育管理手法の開発」が実施され，うち「光環境変化が複層林
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下木の成長過程に及ぼす影響の解明」及び「源流域天然林の構造と機能の解明」は11年度をもって完了した。

（ 1）「光環境変化が複層林下木の成長過程に及ぼす影響の解明」

複層林下木や，うっ閉により庇陰下におかれている若齢人工林の被庄木樹冠では暗環境に適応 した陰菓的

形質の菓を着けている。上木や隣接木伐採により光環境が改善された場合，そうした被庄木を迅速に環境適

応させ効率的に成長させるためには，複層林では雑草木との競争の克服方法，人工林では将来の成長と樹形

形成に望ましい間伐木の決定方法を検討することが重要である。そこで，庇陰度合の異なるスギ複層林での

下木の形質・形態を大きく支配している葉齢構成を調べた。暗環境下では成長が悪 く着葉期間が長くなる傾

向にあり，スギ緑軸の葉寿命と着葉枝の肥大成長速度との間に負の相関がみられた。同様なことは，同山環

境下にある肥大成長の早い枝ほど菓の寿命が短いことにも現れている。一方スギ若齢一斉人工林では陰樹冠

枝葉周辺の光環境が改善されても直ちに成長が増加に転ずることはなく，また形質面からの応答反応にも複

数年を要する事が明らかとなった。

（ 2 ）「源流域天然林の構造と機能の解明」

源流域天然林の適正管理技術確立の基礎資料とするため大正町市ノ又及び高知県北部白髪山のヒノキ天然

林にそれぞれ試験地を設け，森林群落生態学的な解析を行った。林分構造の繰 り返 し調査と実生動態調査を

実施したところ，市ノ又試験地については胸高周囲長 5 cm 以上の個体の枯死率が1．8％／年であること，地形

の遠いによりサイズ構造，樹種組成，枯死パターンに差がみられ，尾梶で立ち枯れ，斜面では幹折れや根返

りが多いこと，種子サイズが大きなモミやカシ類はヒノキやツガより斜面での実生定着の可能性が高いこと

などが明らかにされた。不安定な急傾斜 という立地条件が林分動態を支配している。白髪山試験地では，土

壌発達程度が林相の遠いにつながり，土層の厚い場所でスズタケ，岩塊地でヒノキ，広葉樹が出現し，更新

パターンの違いを生んでいる。立地条件 と森林動態との深い関連が示唆された。

（ 4 ）「天然林主要構成樹種の種子生産一美生定着過程の解明」

常緑・ 2 年結実性樹種であるアカガシの開花から堅果成熟までの果実落下パターンを調べ，開花後 1 ・

2 ケ月間と翌年 5 － 6 月に集中する落下様式が年によらず一般的であることが明らかにされた。林分の規模

が異なるブナ林間では，ブナの出現割合ならびに豊作年の健全種子率は大きな林ほど高いことが明らかに

なった。

（ 5 ）「雑草木の種子散布特性 と人工林への侵入過程」

8 0年生ヒノキ人工林の埋土種子相を調べ，コガクウツギとスゲ属が高い割合を占め，また種子の散布型に

より分布パターンが異なること，種子散布に貢献する鳥類相の季節変化が明らかにされた。人工林の小面積

伐採地では埋土種子由来の実生が多数発生 し， 2 年間にわたる調査から種毎の消長パターンなど，人工林伐

採後の二次遷移過程が個体数レベルで示された。

（ 6 ）「清流保全のための保育管理手法の開発」

林内植生の繁茂は表土などの土砂流出防止機能を高め，渓流の浄イヒに貢献すると考えられている。四万十
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川流域の人工林を主体とする森林への保育手法の差が林内植生量に及ぼす影響を評価するため，過去の枝打

ちの効果を調査 した。現在の林内の明るさには保育履歴 は反映 されないが，枝打 ち時での侵入・定着が現時

点に影響するため，枝打ち区は無処理区より植生量が多い。ただし林床の高木性樹種相には造成前の種組成

の貢献度が高い。

2 ．高度に人工林化 した地域における林業経営技術の向上

2 － 1 ）中山間地域における林業経営技術の改善

平成11年には「森林・林業・木材産業基本政策検討会」において，今後の林政の基本方向を大きく規定す

る詰問逝が議論された。過去10年の森林政策の流れでは，流域管理システムの提唱による「流域林業」構想，

林野三法の整備による林業労働力対策や経営基盤の強化の促進が図られ，平成10年には，市町村森林整備計

画制度の拡充によって，地域の森林管理に対する市町村の責任がより重要になっている。

長伐期施業や混交林施業など多様な森林施業の計画技術の検討とともに市町村，森林組合など，地域の森

林管理主体の育成方策の検討が「持続可能な森林経営」を目指すうえでの重要な課題となっている。この中

課患においては，平成11年度は 6 つの継続課題と 2つの新規課題を実施 した。

（ 1）「魚梁瀬天然木の調査管理システムの開発」

近年，G PS の電波受信感度が飛躍的に向上 し，林内で もG PS 測量が可能 となって きてい る。G PS を利用

した草木単位での立木調査管理手法の開発を目的として，G PS による立木調査の可能性と精度について検

討を行った。林内での GPS 利用を検討するために，三角早から既存の測量器具により立木測量を行いG PS

測量精度を検証 し，G PS の障害要因のうち植生のみを検討するために，四国森林管理局魚梁瀬事務所管内

の千本山尾根筋に調査地を設定 した。G PS として T rim ble Pathfinder を利用した。結果として全ての調査立

木で GPS 測量が可能であり，G PS の水平誤差の全体平均は，5．1m ，最大誤差18．7m であった。以上から単

木単位の調査管理を目的としたG PS 測量は，十分利用可能である。

（ 5 ）「四国地域における収穫試験地資料を用いた長伐期林の暫定収穫予測」

四万十森林管理署管内の下ル川山ヒノキ人工林収穫試験地における 3標準地の定期調査を実施 し，間伐タ

イプ別の成長データを取 りまとめた。また，愛媛森林管理署管内滑床山スギ，ヒノキ収穫試験地においても

定期調査を実施し，高齢級人工林における間伐後の成長経過を分析した。下ル川山では平均直径成長はB 種

間伐区で良いが，樹高成長は無間伐区で極端 に劣 っていた。滑床山lスギ，ヒノキ試験地では，間伐木 と間伐

前の平均直径 の比 をみてみる と，それぞれ0．88，0．84 と大差はな く，「強度の下層 間伐」 に分類 された。雨

林分とも90年を超えての間伐であったが，直径，樹高，材積とも前期並の成長量を示 していた。

（ 6）「森林生態系を重視 した公共事業の導入手法調査」

森林資源分野では，重点調査地区の一つである梼原町に新たに対象団地を追加し，スギ，ヒノキ人工林に

固定試験地を設定した。現在の利用可能森林として，面積的にはスギ林のほほすべて，ヒノキ林では国有林

所有部 を中心にかな りの部分が利用可能である と思われた。資源的には成熟段階 を迎えているといえよう。

森林環境分野では，渓流水・雨水調査（東津野村，梼原町，十和村，西土佐村，中村市など）土壌調査 （東
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津野村，西土佐村，中村市）を継続 して実施した。森林生物分野では トンボ類幼虫（ヤゴ），成虫等の生息

分布調査（梼原町，西土佐村）渓流生息魚類の調査（同地域），昆虫類の事前調査 （四万十川流域）カミキ

リムシ類の生息（捕獲）調査（梼原町，西土佐村）を行い，種数の確認と生息分布域を明らかにし，昆虫相

と森林環境の特徴付けを行った。

（ 8 ）「森林組合の事業展開分析と合理的森林管理受託方策の検討」

森林所有者の森林管理実態及び長期施業委託に関する意向を調査するために，昨年度に引き続いて徳島県

山城町森林組合員に対 してアンケート調査を行った。送付捻数は昨年と同じく森林組合員全員の1，458で，

有効回答率は全体で57％であった。各作業別の長期委託意向では「間伐」を委託すると回答した者が最も多

く35％で，続いて「境界管理」が25％，「林道開設」が23％であった。団地化 に関す る意向は，全体で は「協

力する」が28％で「協力 しない」 との反対意見 は4 ％と非常に少 ないが，「わからない」 との回答が68 ％と

大半を占める。これは団地化の主旨や必要性が多 くの林家に認識されていないことを示唆していると考えら

れる。また伐採実績や経営方針の関連からみると，林業経営に熱心でないグループでは特に団地化の必要性

が理解 されていないことがうかがわれた。

（ 9 ）「森林資源情報の効率的管理システムの検討」

これまで継続測定されてきた成長資料，樹幹解析資料などのデータベース化を進め，運用する技術を開発

することにより，林業関係機関や森林計画の担当者に適切な森林管理情報を提供できるシステム作りを検討

した。四国地域国有林の固定試験地データベースから比較的資料の多い四万十川森林計画区の施業標準地

データを用いてシステム作 りを検討した。例えば，四万十川森林計画区スギ人工林における上層樹高成長の

推定，樹幹解析データベースからの簡易細 り表の作成，特定の条件の上部直径を持つ個体を抽出するための

問い合わせフォームの作成などである。

（ 10）「長伐期施業の経営的評価」

四国地域の人工林率は全国的にみても高い水準にあるが，その大半がスギを中心とする戦後造林木であり，

間伐の遅れや伐れないがための伐採の遅延が，現在大きな問題となっている。そのためスギ人工林の高齢級

における成長と収穫予想を現実データにもとづ き検証し，材価を考慮した収益性の分析を行 うことが重要な

課農となっている。本研究ではスギ素材価格の径級別の分析 と経営モデルによる試算を行い，人工林経営に

おける長期収穫予測のための目標径級と収益性の評価手法を検討した。高知県においてはスギの素材単価が

直径成長にともなって敏感には上昇せず，若齢時の細い木が多数ある場合と単価が上昇する大径材（末口直

径30cm，胸高直径で約38cm）クラスが多数を占める65年生以降の収益性が高い結果となった。また本数減少

をともなう場合には高齢級になって粗収益は低下 し，素材単価の上昇分だけでは総収入の減少になることも

予想 される結果 となった。

（ 11）流域森林資源の空間分布解析・評価と環境保全機能の変動評価

四万十川流域における森林流域の環境保全機能の実態の把握については，近接する天然生林と人工林にお

いて，植生調査，土壌調査を行い，炭素固定機能，保水機能を評価するための試料を採取し，天然生林と人
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工林が持つ環境保全機能を比較中である。流域森林資源の変動と空間分布解析については，流域市町村の類

型化を進めるために，農林業センサスデータの整備と分析を進めた。一例として，市町村単位の天然林と人

工林の1970年から1990年の20年間の変化に注目し，地域差について検討 した。その他，G PS カメラを用い

て既存の地図や衛星画像をリンクしながら写真 を照合できるG PS 写真データベースシステムを構築した0

また，衛星画像を利用して，植生分類を行った。

（ 12）四万十川モデルフォレス トにおける事例研究

この課匙では，カナダや他の諸国におけるモデルフォレスト事業の概念や活動を整理し，村比することに

ょって，四万十川の事例が目指すべき目標を明らかにし，より明確な調査指針を検討することを目標として

いる。今年度はカナダを中心に進められているモデルフォレスト事業のうち，主なモデルフォレス トについ

て特徴を調べ，類型化した。また高知県と共同で実施している四万十川の事例について，共通データベース

の設計と調査計画について検討した。一方，高知県との調査委貞会では全期間における活動計画をさらに検

討し，共通データベースの設計による調査地点の統一的な管理に取 り組むこととした。担当分野を森林資源，

森林環境，森林生物などのように大 きく3 分類 し，調査結果（各測定値）の管理方法についてはさらに分野

別に検討することとした。また，平成11年度より全国で実施されている森林資源モニタリング調査のデータ

も共通利用 を図ってい く予定である。

2 － 2 ）中山間地域における森林生物の管理技術の高度化

高い人工林率をほこる四国地域では，成熟期を迎えるスギ・ヒノキ人工林を健全に育成するとともに，生

物多様性の保全にも1・分配慮 した持続可能な森林経営が求められている。本中課題では，高温多雨環境下に

多発する病虫害の発生要因を解明して被害回避技術の改善をはかるほか，林業活動によって水生生物を含む

森林生物の多様性が損なわれることのないよう，各種森林タイプに生息する生物種の分布状態を評価する手

法についても検討を行う。

平成11年度は，継続課題 3課患と新規課題 2課患の計 5課題を実行し，キパテ類による材変色被害の解明

と被害回避方法の検討，ヒノキ材質腐朽病害の原因解明，突発性森林被害の動向調査，水生生物による流域

環境評価について成果を待た。とくに今年度は，スギ・ ヒノキに材変色被害を与えるニホンキバチについて・

施業的防除を効果的に行うために不可欠な基礎データである成虫の移動・分散距離を推定することに成功 し

た。

（ 2）「スギ・ ヒノキ穿孔性害虫の個体群変動要因の検討」

スギ・ ヒノキに材変色被害を与えるニホンキバチ l三ついては，各県で施業的防除手法の実証試験が行われ

ている。 しか し，それ らは隔離 された小林分 を前提 とした ものであ り，現実の防除ではキバナの林分間移動

を考慮 して防除対象林分の規模を検討し，防除林分の団地化をはかる必要がある。そのためには，あらかじ

めキバチ成虫の移動・分散能力を明らかにしておく必要があった。そこで，誘引 トラップによる標識再浦獲

データを密度非依存の拡散モデルに適用し，成虫の移動・分散距鞋を推定することに成功した。
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（ 3）「病虫獣告発生情報の収集と解析」

平成11年 に四国地域で発生 した突発発生型の森林病虫獣害 について調査 し，取 りまとめた。高知県内のソ

メイヨシノに多発している幼果菌核病は前年と比較 して減少 したが，林分によっては顕著な枝枯れ被害が見

られた。ホリシヤキシタケンモンによる と思われる食葉被害が高知県のウバメガシ海岸林 に広 く発生 し，一

部の激書林分ではほぼ全案が失われる被害が生じた。本種の大発生は平成 8 年頃から愛媛県と高知県の海岸

林に発生し，一一旦終息したかに思われたが，その後も広域に続いていることが確認された。現在のところ枯

損被害には至っていないものの，食菓被害が頻発すれば海岸林の持続性に影響を与えることが懸念される。

（ 5）「キバチ科・クビナガキバチ科昆虫と共生する菌類の分類と分布に関する調査」

クビナガキパテの共生菌 を調べ た結果，キバチ雌成虫の菌貯蔵券官 にある菌が菌糸の断片であること，

P D A 培地上の菌叢がベルベット状，暗線灰色であること，その菌が Ⅵ瑠α佃肋 属菌であることが明らかに

なった。クビナガキバチ共生菌の生育 に与 えるキバチ雌成虫の分泌物質 （m ucus）の影響 を素寒天培地 を用

いた培養実験により評価 した結果，クビナガキバチの共生菌でも m ucus の添加による生育促進効果が認め

られた。また，ニホンキバチ共生菌を接種 した接種木の変色部，健全部あるいは変色境界部における引張強

度と圧縮強度を調べた。その結果，引張強度はスギの変色部，健全部，変色境界部で，ヒノキの変色部と健

全部でそれぞれ差が認め られなかった。また，圧縮強度 はスギ，ヒノキの変色部 と健全部でそれぞれ差が認

められなかった。

（ 6 ）「水生節足動物相 を指標 とした流域環境の評価」

平成11年度から開始 した本課患は，四万十川流域の土地・森林利用が水域生態系に与える影響を，水生節

足動物のなかで も最高次の消贅段階にある トンボ目の生息状況か ら評価することを目的としている。初年度

は，G IS に入力するための生息地点データを収集するとともに，四万十川流域の トンボ相を西 日本の他地域

と比較することによって，この地域のトンボ相の特徴を明らかにした。調査の結果，近畿以西の本州・四国 ・

九州に定着 している107種の トンボのうち77種が，四万十川 とその周辺河川の流域に生息 していることが分

かった。西日本各地の生息分布資料にもとづいて，生息環境の異なるトンボごとに種数一面積関係を分析し

たところ，四万十川流域には流域面積の割に，河川上流や渓流に生息する種数の多いことが明らかとなった。

また，平地の緩い流れや汽水・河口に生息する種類も豊富であった。四万十川流域の山間渓流 と平坦地の緩

流は， トンボ類にとって概ね良好な状態に保たれていると考えられた。次年度以降は，G IS を利用 して潜在

的な生息域を決める地形等の要因を明らかにし，現状の生息域 との間のズレを把撞し，その原因について検

討す る。

（ 7）「ヒノキ材質腐朽病害の感染経路と伝染様式の解明」

平成11年度から開始した本課題では，ヒノキ人工林に発生している深刻な材質腐朽病害について，原因菌

と感染経路を解明し，被害発生にかかわる諸要因を検討する。初年度は，材質腐朽被害が発生している香川

県の29－30年生ヒノキ人工林での被害実態調査，被害木からの菌類の分離試験，分離菌の接種試験および被

害地での子実体の探索を行った。被害実態調査の結果，すべての被害木は心材部に腐朽が認められた0 腐朽

形態は年輪に沿って同心円状に腐朽するものや散在して腐朽するものが見られた。子実体の探索調査の結果，
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キンイロアナタケが被害地内で発見された。菌類の分社試験の結果，キンイロアナタケが高頻度に分離され

た。接種試験の結果，変色を含む腐朽が観察され，接種菌が再分粧された。以上のことから，香川県で発生

したヒノキ材質腐朽被害はキンイロアナタケによるヒノキ根株心腐病であることが明らかになった。
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四万十川上流域91地点における渓流水の p H と EC

林地保全研究室 山田 毅・吉永秀一郎＊・稲垣善之・三浦 覚書・篠宮佳樹

1 ． は じめ に

四万十川の清流が維持されてきた要因の一つとして，流域の大半を森林が占め，清澄な水を供給している

ことが指摘されてきた。 しかし，近年の人工林化により渓流水質の悪化が懸念されている。そこで，四万十

川流域の水質環境に果たす役割を評価するため，四万十川流域全域にわたる水質の概略を調査 した。

2 ．方 法

糾万十川流域全体から91流域を選定し，豊水期（1999年 7月） と渇水期（200 0年 1月）に水質試料を採取

した。試料の採取は，ほほ全域が森林に覆われている流域で行ったが，一部の流域では流域内にわずかに農

地が分布している。採取した試料について，pH はガラス電極法で，EC （電気伝導度）は電気伝導度計を用

いて測定 した。

3 ．結果と考察

調査地点を図－1 に示した。対象とする流域の面積峠，約600k㌔に達する。渓流水のpH は，豊水期・渇水

期ともに6．5～8．5であり，大半は弱アルカリ性であった（図一2）。調査時期および調査地点は異なるが，堀

内・山崎（1998）が行った四万十川11地点の pH は6．8－8．7であり，今回の結果とほぼ一致する。また，今

回の調査結果で示された pH は，水質汚濁に係る環境基準（昭和46年環境庁告示第59号）で示された河川水

質の A A 類型 （－・番厳しい基準）における pH 6 ．5～8 ．5の範囲内にある。

E C は 3 －15m S m －1 の範囲の値を示した。堀内・ U」崎（1998）による EC の結果 6 －15m S m －1 と比べると，

今回の結果はやや低い。これは，E C の低い花崗岩地域の渓流水の影響によるものと考えられる。

p H とE C はともに花崗岩流域で低 く，石灰岩流域で高い値を示 k た（図－2 ）0 このことから，pH・ E C の

値はともに流域内に広がる地質に大きく左右されることが明らかとなった。なお，今回調査した91流域の中

には，天然林・人工林・若干の農地を含む流域などもあったが，それらの水質には大きな違いはみられなかっ

た。このことから，林種の違いやわずかな土地利用の違いは，地質の違いに比べて，渓流水質に与える影響

は少ない と考え られた。

引用文献

堀内泰男・山崎靖久（1998）高知県内河川における生物による水質評価一第 7報－．高知県環境研究センター

所報 15 ：23 －55

ト1 ）急傾斜地における立地環境の保全技術の開発

公害防止研究 「四万十川における環境保全型農林水産業による清流の保全に関する研究」

＊：現 森林環境部
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施肥を中止 してから約20年経過 したスギ林の成長 と土壌の変化

林地保全研究室 稲垣善之・篠宮佳樹・山田 毅・吉永秀一郎＊

1 ． は じめに

窒素は樹木の成長を制限している養分物質である。このため，窒素欠乏の状態を緩和するために窒素を施

肥することがおこなわれてきた。井上（1982）は高知県中の川国有林のスギ林を対象として，20年間にわたっ

て毎年窒素を施用した場合における林分成長および土壌の化学性の変化を評価した。林木の成長は，施肥に

ょって植え付け後10年間は増大したが，10年日から20年目にかけては対照区との差がみられなかった。また，

施肥によって，土壌の仝窒素法度は増加 したが，一方でカルシウムなどの交換性塩基は減少 し，土壌の pH

が低下 した。これは添加された窒素が硝酸態窒素に変化し，これが塩基を伴って系外へ洗出したためと考え

られる。この結果，施肥によって林分成長は増加 したものの，土壌は劣イヒしたことが示された。この調査林

分では，1980年以降，施肥はおこなわれていない。本報ではこの試験地において，施肥により劣イヒした土壌

の変化を追跡するため，施肥を終了後19年経過時（1999年）の林分成長および土壌の変化を明らかにする0

なお，今回調査にご協力いただいた元林地保全研究室の井上輝一郎氏，岩川雄幸氏に心からお礼を申し上

げる。

2 ．研究方法

試験地

試験地は四国森林管理局嶺北森林管理署中の川国有林のスギ林である（井上 1982）。1960年にスギ実生苗

を3，600本 ha－1で植栽 し，窒素施肥を1980年までの20年間にわたり合計23回実施した。肥料は林業用の化成

肥料および尿素であり，投入量は20年間でヘクタールあたり窒素2，300k9，リン酸1，100k9，かノウム1・000k9

であった。施肥により土壌が酸性化 し，交換性カルシウム濃度が減少したため，施肥区に対 し1982年に苦土

石灰をカルシウムとして1，000k9 ha‾1施用 した（吉田ほか 1982）。この処理によって，表層土壌の pH は4・22

から4．72 まで上昇 し，土壌酸度はほほ矯正された。

調査方法

1 999年12月に調査区内（対照区 400 ㌦，施肥区 300nf）において胸高直径，樹高を測定し，林分材積を立

木幹材積表（林野庁計画課 1970）により求めた。また，それぞれの調査区からランダムに深さ10cm までの

表層土壌を10カ所で採取 した。採取した土壌を 2Ⅲmのふるいにかけた後，化学分析に供した。土壌の pH（H 20 ）

をガラス電極法で，全炭素・仝窒素濃度をNC アナライザー（Sum igraph N C －800）で測定した0

3 ．結果と考察

林分成長

井上（1982）は，植え付け後10年日までの樹高と材積の増加量は，対照区に比べ施肥区で大きかったが，10

1 －1）急傾斜地における立地環境の保全技術の開発

＊：現 森林環境部
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ー20年では処理区問の差がみられないことを示した。しかし，39年生時における樹高と材積は，施肥区と対

照区でほほ同じであった（表一1）。これは20～39年の材積増加量が，施肥区で21．5r㌔ ha●1 yr－1，対照区で

3 0．6d ha‾1 yr－1であり，対照区で大きいことによる。ただし，両処理区の材積増加量は，井上（1982）に報

告されている10－20年までの材積増加量（23．9－32 ．8r㌔ ha‾1 yr●1）とほほ同じであり，39年日までほほ同じ

材積増加を維持することが示された。

一方で，胸高直径は施肥区で26．7cm，対照区で21L．Ocm であり，施肥区の方が大きかった。これは15年目と

1 8年目における間伐の強度が両処理区で異なっており，現在の林木密度が施肥区で1，750本，対照区で2，660

本であるために，密度効果によって差が生じたと考えられる。

立木密度に対する最大林分材積 （林野庁 1999）は，施肥区および対照区それぞれ，950rげ ha‾1，680【J

h a‾1であり，現在の林分は非常に過密な状態といえる。したがって，間伐を実施しないとどちらの処理区で

も今後成長量が減少することが予想される。初期の顕著な成長促進効果を持続するためには間伐による適切

な密度管理 をおこなうことが必要である。

表一1 ．肥培試験における樹高，胸高直径（DB H），材積の変化

林齢 樹高（m ）

（ 年） 施肥区

5

1 0

1 5

1 8

2 0

3 9 ＊

4 ．7

9 ．2

1 2 ．1

1 4 ．1

1 5 ．2

1 7 ．0

D BH（伽） 材積（㌦ ha‾1）

対照区 施肥区 対照区 施肥区 対照区

3 ．2 6 ．8 3 ．7

7 ．2 1 3 ．1

1 0 ．1 1 6 ．1

1 2 ．3 1 9 ．0

1 3 ．2 2 0 ．6

1 7 ．4 2 6 ．7

9 ．3 2 3 8 ．1 9 0 ．1

1 2 ．8 3 6 9 ．8 2 0 9 ．5

1 5 ，1 4 14 ．4 2 6 7 ．3

1 6 ．2 4 4 3 ．6 2 7 9 ．4

2 1 ．0 8 5 1 ．9 8 6 1 ．6

＊本研究，その他のデータは井上（1982）より引用。

土壌の変化

施肥区と対照区における1999年における表層土壌の性質を表－2に示す。すべての測定項目において，施肥

区と対照区の間に有意な平均値の差はみられなかった（t検定，P ＞0．05）。

表層土壌のpH は施肥区で4．43～5．58，対照区で4．65～5．47であった。この値は，井上（1982）における対

照区の pH とほほ同じであり，施肥による土壌酸性化は，20年目から19年間にわたって施肥を休止したこと，

および1982年（22年日）における苦土石灰の施用（吉田ほか 1982）によってほほ緩和されたことが示された0

仝窒素濃度は施肥区で0 ．52 ％，対照 区で0．55％であった。井上（1982）の1980年（20年 目）における表層土壌

の仝窒素濃度は，施肥区と対照区でそれぞれ0 ．67 ％，0．45％であった。井上（1982）は，施肥における窒素収

支を試算 し，ヘ クタールあた り2 ，329k9の窒素の施用 によって窒素の現存量は，林木で対照 区の225k9から施

肥区の339k9へ114k9増加 し，土壌では7，003k9から8，035k9へ1，032k9増加し，1．178k9が系外へ放出されたこ

とを示した。このことは，添加された窒素が保持されるのは植物体ではなく，土壌であることを意味する0

同じことは近年の真空素 をトレーサーとして用いた実験によっても確かめられている（N adelhoffer et al・
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1 999）。しかし，施肥休止後19年間を経過 した土壌では仝窒素濃度に差がみられず，施肥によって添加され

た窒素が，硝酸態窒素の流亡や，脱窒によって生態系外に放出されたことが推察される。

表－2 ．肥培を終了してから19年経過した施肥区と対照区の土壌の性質（n＝10）

施肥区 対照区

平均 最小 最大 平均 最小 最大

p Il

全量素（％）

5 ．12 4 ．4 3 5 ．5 8 5 ．0 6 4 ．6 5 5 ．4 7

0 ．5 2 0 ．3 3 0 ．7 7 0 ．5 5 0 ．4 1 0 ．6 5

仝炭素（％） 8．7 5．5 12 ．8 9 ．2 6．9 11．9

C N 比 16．7 16．0 17 ．7 16 ．8 15．3 18 ．9

すべての性質で施肥区と対照区に有意な平均値の差はみられなかった（t検定 P＞0．05）。

林地肥培における土壌管理

林地肥培において顕著な成長促進がみられたのは開始から10年までであった。それ以降10～20年までの成

長は施肥区と対照区で差がみられず，20～39年までは対照区の方が上回った。埠肥区における成長が減少し

た理由として，過密による密度効果 と施肥区における土壌劣化の 2 つが挙げられる。初期において顕著に認

められた施肥の効果を維持するためには，適切に間伐を行うことによって，密度を調整する必要がある。一

方，施肥区における土壌劣化には，施用した窒素が硝酸態窒素 として流亡することが関係 している。井上

（ 1982）の試算や近年の研究（N adelhoffer et al．1999）で明らかなように，森林生態系に施用 した窒素は，植物

体に吸収されることなく，ほとんどが土壌に保持されている。したがって，土壌が保持できる能力以上の窒

素を施用することは土壌の酸性化，塩基類の流亡を引き起こす可能性がある。

近年，森林に降雨や乾性降下物 として負荷 される窒素が増大 していることが報告されている（V itousek et

a l．1997）。このような森林に対する過剰の窒素の負荷によって，物質循環のアンバランスが生 じ，森林が

衰退することが欧米で報告 されている（A ber et al．1998）。しかし，今回の研究結果は，たとえ，2，300k9

b a‾1の窒素が投入されたとしても，外部からの窒素の投入がなければ，森林は十数年で対照区のレベルまで

生態系内の窒素を系外に放出することを示している。
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シイ・ カシ類の落葉量の年変動

－1 ．四国の 3 つの森林における春期落葉量の 3 年間の変化 叩

造林研究室 倉本恵生

1 ． は じめに

リター落下景は，森林の一次生産と物質循環を理解するために必須の要素であり，多くの森林における，

その量や組成，季節変化が報告されている（斉藤，1981 ；堤，1987）。そのほとんどは正確な推定のために

経年的な調査を行っている（斉藤，1981）が，経年変化の資料を系統的に集積して態様や成因について詳し

く調べた例は少ない。これまでの報告では主として，台風撹乱による枝リターの増加が確認されており（A ndo

。t al．，1977 ；佐藤，1996），同様に台風や異常乾燥などの環境変動 と葉リター落下量の年変化 との関連も

示唆されている（蒲谷・鈴木，1992）。一方で，大豊作年における葉リタ一幕下圭減少の例（河田・丸山，1986）

が示すように，樹木の成長や繁殖のフユノロジーによってリター落下量が年次的に振動することもある0 つ

まり，リター落下量の年変化は，突発的な環境要因の変化だけに起因するのではなく，樹木自体のフェノロ

ジーにおける定常的な振動によっても起こる。しかしながら，樹木のフユノロジーとの関連でリクー落下量

を調べた研究は非常に少なく（蒲谷・鈴木，1992），とくに個体レベルのリター落下量とその年変化を扱っ

た例 はきわめて限 られる。

筆者は，四国のいくつかの森林において，主要構成種であるシイ・カシ類を対象に，種子繁殖の年変動を

調べるため，りクー トラップを用いた個体レベルのリター落下量観測を行ってきた0 シイ・カシ類は，古い

葉を春期に集中して落とす（蒲谷・鈴木，1992 ；倉本，1999）が，年によってその量がかなり異なっている

様子が調査の過程で観察された。そこで本報では，3 年間ではあるが異なる森林タイプで観測された結果を

整理 し，シイ・ カシ類の落葉量の年変化について報告する。

2 ．調査地 と方法

調査は，森林総合研究所四国支所構内実験林（高知市），市ノ又山国有林内の天然林（高知県大正町），三

辻山国有林内の天然林（高知県土佐山村・土佐町）の 3 カ所で行った。以後それぞれ，実験林・ 市ノ又・ 三

辻u lと表記する （表一1 ）。

実験林では，シイ・カシ類の植栽区画のなかで，樹冠が孤立した被圧されていない個体（胸高直径1卜 30cm・

樹高 3 ～ 9 m ）を調査木に選び，リター トラップを各個体の樹冠下に1基ずつ配置した0 市ノ又では・ 発達

した暖温帯上部天然林において主要構成種のカシから調査木を選んだ（胸高直径20”85cm）0 リタートラッ

プは各調査木の幹から0．5m の点（樹冠中心部）と幹から4 方位に10 m 離れた点（樹冠周辺部）の合計 5点

に配置した。また，調査木に隣接する他種のカシおよびツプラジイ1個体からの相当量のリター落下が確認

されるので，これについても解析 した。調査個体数 （表－1）はこれらを含めた総数である0 当調査地にお

いてはアカガシとツタバネガシの中間的な形質をもつ個体がいくつかみられ，葉りターを完全に種同定する

ことが困難 な場合 もあるためにここでは一括 した0 三辻山では，アカガシとブナの混生す る天然生林分か ら，

ァヵガシ4個体を調査木に選んだ（胸高直径3卜 45cm）。リタートラップは各調査木の幹から4 方位に2 m

1 －2）環境資源 としての森林の保全技術の向上
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離れた点（樹冠内部）と4 m 離れた点（樹冠辺縁部）の合計 8点に設置した。

りクートラップはいずれの調査地も受面積0．5nfのナイロン寒冷紗製ロー ト型のものを使用した。定期的

に回収された内容物は研究室に持ち帰り，器官および樹種別に選別を行ったのち，70℃36時間乾燥後，絶乾

重を求めている。本報ではこのうち，当該樹種の4 ～ 6 月分の葉リクー落下量を春期落葉量と定義し，1998

年春－2000春の 3年間について解析を行った。

表一1 ．調査村象樹種と調査個体数

樹種
調査地

実験林 ． 市ノ又 三辻山

アラ カ シ 3

シラ カ シ 3

アカ ガ シ 4

ツクバ ネガ シ 6

ウラジ ロガ シ

ップ ラ ジ イ 1

＊：アカガシとツタバ ネガシの合計

6 ＊

6

1

3 ．結果と考察

いずれの調査地において も，シイ・ カシ類の春期落葉量に年変動が認 められたが，その大 きさやパター ン

は樹種によっても調査地によっても異なった（囲一1，表－2）。調査地や樹種によっては，実験林のアカガ

シやツクバネガシのように種内でも個体間で変動パターンが異なっていたが，個体レベルでおおむね隔年的

に落葉が多い傾向は，調査地や樹種に関わらずうかがえる。このような隔年的落葉変動はアカガシで報告さ

れ，開花から結実に 2年を要する繁殖サイクルとの関連が指摘されている（蒲谷・鈴木，1992）。今回の結

果は年数，個体数ともに少ないながら，他のシイ・ カシ類にも同様の変動がみられることを示す。さらに，

結実に 2 年 を要するアカガシ， ツタバ ネガシ， ウラジロガシで変動が大 きく， 1 年で結実するアラカシ，シ

ラカシで相対的に変動が小さいことから，蒲谷・鈴木（1992）の指摘のように繁殖サイクルと落葉量の関連

をうかがわせる（表－2 ）。しか し，結実 に2 年を要するツブラジイで も変動は 2 つの調査地を通 じて小 さく，

繁殖サイクルの他にも様々な生態的要因が関わっていると推察される。

また，同一一樹種（アカガシ）でも調査地によって年変動パターンが異なり，実験林では個体によって異な

るものの，変動の大きい個体は1998 と200 0年に落葉が多かった。これに対 し市ノ又では逆に全ての個体で

1 999年に落葉が多かった。三辻山では両方のパターンに加え，実験林と同様に漸増的なパターンが混在した。

また，市ノ又では，アカガシ・ツタバネガシとウラジロガシの変動パターンが個体間でも種間でも一致して

おり，種間変異や個体変異の大きい実験林や三辻山と異なった態様を示している。

このように，シイ・ カシ類には，規模やサイクルが異なるものの個体レベルでおおむね隔年的な落葉変動

が示されたが，今回は年数，個体数ともに少ないことから，変動パターンの報告にとどめた。地域変異や種

間変異の詳細や，成因となる個体の成長や繁殖との関連，撹乱との関係については，調査を継続して今後の

検討を進めたい。なお，観察された変動の大きさに関しては，続報（倉本，2000）において既存の報告との

比較による評価を行っているので参照されたい。
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図－1 ．各調査地のシイ・ カシ類各樹種の個体ごとにみた春期落葉量の年変化

実験林 （a ～。）では各個体に設置した 1 基の トラップの値を，市ノ又と

三辻山（f ～ i）では各個体に設置したりクー トラップの平均を表す0

調査個体数は表－1 に示す。
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表－2 ．各種の春期落葉量の年変動規模

各個体の落葉量の年次間変動について変動係数（％）と，最大値／最小値比を算出し，各調査地で種ごとに

平均 した。かっこ内は標準偏差。

調査地

実験林

召上ノ又

三辻山

痴雇

アラ カ シ

シラ カ シ

アカガ シ

ックバ ネガ シ

ップ ラジ イ

ウラ ジロ ガシ

アカガ シ・ ツ タバ ネガ シ

ップ ラジイ

アカガ シ

個体数

3

3

4

丘
U
 
l

6

6

1

変動係数 （％）

6

3

0

0

0

0

3

6

7

9

3

2

2

5

5

3

（1 4 ．0 ）

（8 ．4 ）

（ 1 7 ．5 ）

（3 3 ．4 ）

）

）

7

0

0

4

1

1

1

（

（

5

6

3

6

5

1

2

3

2

1

1

6 3 ．1 （1 6 ．1 ）

最大値／最小値

）

）

）

）

4

3

3

4

0

0

4

9

（

（

（

（

6

7

7

5

9

1

1

4

7

1

）

）

4

9

3

5

（

（

9

1

5

3

7

1

1

1

8 ．3 （ 10 ．3 ）
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蒲谷 肇・鈴木貞夫（1992）リター落下豊からみた樹木のフェノロジー．Ⅰ．東京大学千葉演習林荒樫沢に

おけるアカガシの落葉パ ターン．東大演研報88 ：135－148．
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佐藤 保 （1996）撹乱を受けたコジイニ次林のリターフオール量の年変動について．日林九支研論集49 ：

1 4 9 －15 0 ．

堤利夫（1987）森林の物質循環‥ 124pp，東京大学出版，東京．
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シイ・ カシ類の落葉量の年変動

－2 ．既存の研究資料 との比較一

造林研究室 倉本恵生

1 ． は じめに

筆者は前報（倉本，200 0）において，シイ・ カシ類のリター落下主に年変動がみられることを報告した0

シイ・カシ類には，隔年的傾向をもつ落葉量年変動がみられ，多い年の落葉量は少ない年の1・5～17倍に達

する。こうした変動は，他のシイ・カシ類の事例，あるいは近縁種であるブナ・ナラ類においても認められ

ているのだろうか ？

落葉量については，森林の－・次生産や物質循環の研究の一環として多 くの報告が出され・ そのほとんどは

正確な推定値を求めるために経年的な測定を行っている（斉藤，1981）。 したがって，既報の多くには落葉

量の年変動量が記載されているはずであるが，それらを整理 して比較した例はこれまでみられない。本報で

は，日本各地の森林における，ブナ，シイ，ナラ・ カシ類のリター落下主に関する既報を比較検討した0

2 ．シイ・カシ頬およぴブナ・ナラ類の落葉上の年変動

常緑性であるシイ・ カシ類の調査事例の半数において，林分や個体の平均レベルで・ 2倍以上の変動がみ

られ，1．3倍以下と安定している落葉性のブナ・ナラ類と対照的な傾向を示している（表－1）0 アカガシ，

ックバネガシやウラジロガシの場合，発達した暖温帯林では10倍以上，変動が小さい林分でも個体レベルで

4 倍以上の変動を示 している。これらと比較して，アラカシャシラカシは個体・ 林分レベルとも変動が小さ

く，個体レベルでも2倍にみたない0 ウバメガシ・ ツブラジイも比較的変動が小さい0 つまり・ ブナ科にお

いては，常緑樹種は落葉樹種に比べて落葉量の大きな年変動がみられることが示唆される0 これが他の常緑

樹種全般にあてはまるのか，種による違いに関わっている要因は何であるか・ 今後の研究が期待される0

引用文献

橋詰隼人（1991）鳥取大学蒜山演習林の落葉広葉樹林におけるリターフオール・ 広葉樹研究 6 ：1 ‾15・

蒲谷 肇・鈴木貞夫（1992）リター落下量からみた樹木のフェノロジー・ Ⅰ・ 東京大学千葉演習林荒樫沢に

おけるアカガシの落葉パターン．東大漬研報88 ：135－148・

河田弘・丸山幸平 （1986）ブナ天然林における結実が リターフオール量およびその養分量 に及 ぼす影響・ 日

生態会誌36 ：3－10 ．

川口知穂・大久保達弘・谷本丈夫・今堀悟朗・谷口誠 （1993）栃木県高原山イヌブナ天然林のリタ‾フオ‾

ル量の 4 年間の変動． 日林論104 ：579－580・

倉本恵生（2000）シイ・ カシ類の落葉量の年変動一 1・ 四国の 3つの森林における春期落葉量の 3年間の変

化－．森林総研四国支年報41 ：21－24 ．

丸山幸平・今 広（1994）ブナ林の生態学的研究（40）一ブナ天然林とコナラニ次林のりターフオール真の季

節変化一．新大演研報27 ：13－33．

1 －2 ）環境資源としての森林の保全技術の向上
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3 9 1 －3 9 2 ．
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表－1．ブナ科樹種の年間落葉量と年変動の大きさ

年間落葉量 ；※ ：各年の個体平均値，無印 ：トラップの平均値。＊：単位換算値。

最大値／最小値 ；太字 ：各年の平均落葉量，［ ］ ：個体平均値および標準偏差 （（ ）内）。

樹種

アラ カシ

シラ カ シ

ックバ ネ ガ シ

ウラ ジロ ガ シ

アカ ガシ

ツプラジイ

アラ カシ・ シラ カシ

アカ ガシ

ウバ メガ シ

ツプ ラジ イ

クヌギ

コナ ラ

ミズ ナラ

ブナ

イヌ ブナ

年数

3

3

3

3

3

3

3

3

3

トラ ップ数

（ 個体数）

3（3 ）

3（3 ）

6（6 ）

3 0 （6 ）

4（4 ）

3 0 （3 0 ）

3 2 （4 ）

1（1 ）

5（1 ）

年間落葉量

（g ・ m － 2 ・ y r ‾ 1 ）

2 4 1 ”2 55 ※

1 88 ～2 48 ※

8 7 －2 26 ※

5 ～ 48 ※

1 0 3 ～2 78 ※

3 ～ 37 ※

4 1 ～ 71 ※

1 9 2 ～3 72 ※

1 4 ～ 22 ※

2 6

5 1 0

2 1 0

5 10

4 1 0

3 5

5 1 0

3 2 0

3 2 0

2 1 0

3 1 0

4 2 0

4 2 5

4 2 5

出典 ：A ）倉本（2000）－ 1）植栽木（高知市）

最大値／最小値 出典

1 ．1 ［ 1 ．6 （ 0 ．4 ）］ A ） 1 ）

1 ．3 ［ 1 ．7 （ 0 ．3 ）］ A ） 1 ）

2 ．6 ［ 7 ．5 （ 9 ．4 ）］ A ） 1 ）

1 0 ．3

2 ．7

1 2 ．8

1 ．7

1 ．9

1 ．1

［1 3 ．9 （ 3 ．4 ）］

［4 ．7 （ 4 ．3 ）］

［1 7 ．1 （ 5 ．9 ）】

［8 ．3 （1 0 ．3 ）］

2 8 0 ～ 5 1 0 ＊ 1 ．8

9 8 － 3 4 8 3 ．6

4 5 0 － 5 8 9 1 ．3

4 0 1 ～ 9 5 0 ＊ 2 ．4

3 0 3 ～ 4 0 5 ＊ 1 ．3

4 0 0 ～ 4 3 0 ＊ 1 ．1

2 8 5 ～ 3 1 5 ＊ 1 ．1

2 3 3 ～ 3 0 5 ＊ 1 ．3

3 4 9 ～ 4 3 3 ＊ 1 ．1

2 8 5 ～ 3 1 9 ＊ 1 ．1

2 3 1 － 2 6 7 ＊ 1 ．2

2 8 1 ～ 3 5 4 ＊ 1 ．3

5 5 ～ 5 7 ＊ 1 ．0

9 0 － 1 1 3 ＊ 1 ．2

A ） 2）

A ） 1）

A ） 2）

A ） 3）

A ） 1）

A ） 2）

B ）

C ）

D ）

E ）

F ）

G ）

F ）

H ）

Ⅰ）

F ）

F ）

Ⅰ）

J ）

J ）

2 ）暖温帯林 （高知県大正町）， 3 ）暖温帯林 と冷温帯林の境界

（ 高知県土佐 Ul村），B ）竹内（1993b），C ）蒲谷・鈴木（1992），D ）大久保（1995），E）佐藤（1996），F）橋

詰（1991）， G ）竹内 （1993a），H ）西村 ほか （1992）， Ⅰ）丸 山・今 （1994）， J ）川口ほか （1993）



平成11年度森林稔合研究所四国支所年報 2 7

壮齢人工林林床の春期の温度変化

造林研究室 酒井 敦

1 ． は じめ に

温帯域に分布する多 くの植物の種子は休眠性を持ち，冬期低温にさらされることにより休眠が解除される

ことが知られている。森林土壌中の種子の多くは，春期には発芽可能な状態にあると予想されるが，実際に

発芽する種子は限られている。これは，林床の環境がある種の種子の発芽条件を満たしていないことを示し

ている。ここでは春期における林床の温度変化を調べ，種子が発芽する温度環境を明らかにする。今回の調

査にあたり調査地を提供して頂いた山本速水氏に厚 く御礼申し上げる。

2 ．調査方法

調査地は高知県大豊町民有林77年生スギーヒノキ混交林（標高約700 m ）で行った。調査林分の林冠はほ

ほ閉鎖 している。林内はコガタウツギ，ヒサカキ，シロダモ等の低木が密生し林床の相対照度は約 7 ％であっ

た（平成12年 6 月 1 日～14 日 ；積算日射計による測定データより）。データ一口ガー内蔵温度センサー

（ ESPEC RT －11）を林内に設置し地上高20仰の気温と深さ 4 cmの部位の地温を各 1点で測定 した。測定は

平成12年 4 月12 日から7 月 3 日まで30分間隔で毎日行った。岡林分に 1 m X l m の実生調査コ ドラートを24

個設置 し， 7 月 7 日までに発生した高木性樹種の当年生実生の種名と数を記録 した。

3 ．結果と考察

林内の日平均気温は4 月下旬までは10℃前後で推移していたが，5 月に入ると15℃に達する日が多くなり，

6 月の下旬以降は20℃になる日が多くなった（図－1）。地温は気温よりも平均で1．5℃低 く，平均温度の日

変動も気温より少なかった（図一1）。 1 日の最高気温と最低気温の差（日較差）は調査期間中の平均で6・1℃

あり，時間の経過とともに日較差が少なくなり日変動も小さくなる傾向が見られた（図－2）。地温の日較差

は気温よりも小さく，調査期間中の平均が1．9℃で，ほとんどの日で 4℃より低かった。地温の日較差の変

動パターンは気温のそれ とよく似ていた （図－2 ）。

以上の結果から林 内の地温は気温 に比べ，温度変化が少な く安定 していることがわかった。気温，地温と

もに 5 月中旬以降日較差が小さくなっているが，これは林床に生えているコガクウツギ等の落葉広葉樹の開

業時期と重なっている。すなわち，落葉広葉樹の葉が林床を覆い，直達光を遮る等の働 きのため，温度の日

較差が小 さくなったと考えられる。

ある種の種子にとって，温度変化の大きさは重要な発芽条件に数えられる。林床に発生 した当年生実生は

シデ属，ケヤキ，ヒノキ，カエデ属，スギ，モ ミの順に多かった（表一1 ）。これらの実生は前年 （平成11年）

の結実状況から，前年散布 された種子が発芽 したものと考えられる。これらの種子は，人工壮齢林の林床と

いう温度変化の少ない環境でも十分に発芽する能力を持つといえよう。同調査地では，平成10年に14種の高

木性樹種の埋土種子を確認している（酒井ほか，1999）。このうちタラノキ，ヌルデ，アカメガシワ・ カラ

スザンショウ，イイギリ等の実生は，今回の調査ではまったくみられなかった。これらの種は土の中に永続

1 －2 ）環境資源としての森林の保全技術の向上
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的なシードバンクを形成することが知られているが，今回観測されたような林床の温度環境または光環境下

では，発芽が抑制されていると考えられる。それぞれの種について発芽条件を明らかにするとともに，その

知見を森林管理に役立てることが求められる。

引用文献

酒井 敦・倉本憲生・酒井 武・田淵隆一（1999）人工林の潜在的な自然植生と林冠木伐採によるその発現．

日林学術講110 ：169～170．
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図－1 ．人工林林内の気温（上段）と地温（下段）の日変化

○気温

●地温

〆〆〆♂〆〆♂〆

図－2 ．人工林林内における気温 と地温の 日較差の推移

注）丸は平均値を，縦棒は標準偏差を示す

－・日平均せ

一日長大価

‥‥・・日l 小社

・ －・・一 日平均佐

一日長大任

‥‥・・日点小任

表－1 ．壮齢人工林林内に発生した当年生実生

種名

スギ

発生実生数

（ 本・m ‾2）

0 ．4

ヒノ キ 4 ．8

モミ 0 ．2

シデ属 7．4

ケヤキ 3．8

カエデ属 1．1
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高知県における木材安定供給確保事業の実態と課題

経営研究室 都築伸行・松村直人※

1 ． は じめ に

現在我が国では，主に戦後植林された1，000万ha を越える人工林が一斉に成熟期を迎える一方で，国産材

自給率は低下を続け約 2割前後の低い水準で推移している。国産材に比べ外材が市場で優先される理由の一

つに，外材は国産材に対し比較的均質な材が一定量安定して確保でき，大型・専門化 しつつある製材工場等

の木材加工業者にとって有利である，という点があげられる。林野庁ではこの対策として，森林所有者，素

材生産業者及び木材製遺業者等の林業に携わる川上から川下までの関係者の協力体制をつくり，①木材の安

定的供給，②木材流通の合理化 ③効率的木材加工，等を実現するため，1996年にいわゆる「林野三法」の

一一つとして「木材の安定供給の確保に関する特別措置法（以下木材安定供給確保法）」を制定 し，これに基

づいて木材安定供給確保事業を開始している。本報告では，高知県で行われた木材安定供給確保事業を事例

とし，この事業によって得られた木材安定供給に関する効果や残された課題について整理する。

2 ．木材安定供給確事業の概要

木材安定供給確保事業では，まず，都道府県知事が森林資源の状況や木材製遺業への木材流通の実態等か

ら判断し，同法に基づ く「事業計画制度」を実施するための地域を指定する。1999年度までに全国の40都道

府県において116地域がこの指定を受けており，高知県では県全域が「指定地域」となっている。「事業計画

制度」とは先に述べた「指定」を受けた「指定地域」において，木材の安定的取引関係に関する事項を盛 り

込んだ「事業計画」を木材の供給側である森林所有者等と引き取 り側である木材製造業者等が共同で作成 ・

申請 し，都道府県知事の認定を受けるものである。知事の認定を受けると，林地開発行為や保安林伐採は申

請した計画に従ったものであれば自動的に許可されるなど関係法令に関する特例を受けられるほか，国有林

から「安定供給システム販売（以下システム販売）」に関する特別措置を受けることがで きる。システム販

売とは，国有林が量産化や低コス ト化等の一定用件を満たす業者に対して原則 3年を最長期間とする販売契

約に基づき計画的に木材販売を行うもので，木材安定供給確保事業の認定事業者はこのシステム販売の期間

を5 年に延長できるほか，資格審査を省略してシステム販売の対象事業者となることができる。事業者にとっ

てシステム販売を受けることは，素材生産業者であれば安定した事業確保に繋がり，製材工場では材の確保

のために市場や他の業者 を回る手間が省けるとい ったメリッ トがある。

3 ．高知県における木材安定供給確保事業の実態と課題

（ 1 ）事業計画及び実績

高知県における木材安定供給確保事業計画は，供給側の森林所有者として高知営林局（現四国森林管理局）

及び19名の森林所有者，木材の受け手側である木材製造業者 として協同組合「ドライウッド土佐会」，そし

て促進措置者として高知県素材生産業協同組合連合会 （以下素生協連合会）の 3 者による協定のもと策定さ

2 －1）中山間地域における林業経営技術の改善

※現 三重大学生物資源学部
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表一1 ドライウッド土佐会員概要

商産廃義広

軒｛n石窟所
S 製材 中央

U 林産加工 安芸
M 木材 最北
Ⅰ木材工業 巌北

丁町森林組合 四万十
丁林産 四万十

S H 仁淀川
プレカットS 巨q万十

I O 木材 安芸
Y 商店 四万十
T T

蓮i一子
注2 ：

資料 ：

安芸

1 996年 木材安定供給 乾燥材

木材消費量
7 ．7 11

1 2 ，7 1 3

3 ，2 0 0

1 4 ，8 0 0

2 ，0 9 5

3 ，0 8 6

8 ，4 0 0

重爆車墓遡 垂
0 0
0 0

0 0
0 0

0 △

△○
△○

△○
×○

×○
×○

×○
Ⅰ木材工業は木材安定供給確保事業の材の受入れのみで、

表－2 ドライウッド土佐会 木材消費量及び製品生産量

年度 1994 1 9 9 5

木材消費量 ∠は，923 50，919

製品生産量 32，152 34，682

単位 ：㌦
1 9 9 6

5 2 ，0 0 5

3 5 ，4 3 4

注：ただし1997年の時点で事業に参加する業者のみ

資料 ：木材安定供給確保事業計画協議書

表－3 高知県素材生産業協同組合連合会

年 度 1 9 9 4 19 9 5

素材生産量 198，949 186 ，957

素材生産量

単位 ：㌦

1 9 9 6

1 8 7 ，4 9 6

注：ただし1997年の時点で事業に参加する業者のみ

資料 ：木材安定供給確保事業計画協議会

現在乾燥材製品の共同出荷はない。
表中の－は不明。△は計画のみもしくは計画中。×は不参加。
木材安定供給確保事業計画協議書

れた。尚，19名の森林所有者 は，全てが素生協連合会会員である。「 ドライウッド土佐会」 は1997年に乾燥

材の共同出荷を目的とし，原則 として乾燥施設を持つ高知県内12者の木材加工業者によって設立されている

（ 表－1）。事業計御設立前である1994～1996年の3 年間の実熟ま表－2 のように，木材消費量は50，000㌦前後，

製材品の生産量は32，000～35 ，000rげである。森林所有者でもあり，促進措置者としてこの事業計画を意欲的

に推進 している素生協合連合会 は，県内の各 6 流域 に設置 されている素材生産業協 同組合 を束ねるため1997

年に設立され，1999年 5月現在で組合員数は85である。1994－1996年の 3 年間で当事業に参加する組合員の

素材生産実射ま199，000㌦から187，000nfである（表－3）。

事業計画では表－4 のように国有林からのシステム販売を年間6，0001ガ，民有林からの生産を5，000㌦見込

んでいた。 しか し， これまで 3 年間の実績 は，表－5 に見 るように計画量を大 きく下回っている。その理 由

としては，事業の当初年度である1997年度は，年度途中の10月からの開始であった事に加え，木材価格の下

落と金融不安が重なり製材品の流通が著しく停滞し，加工側の引き取り量が大幅に減少 した為である。この

他，表－6 に見られるように木材を引き取る加工側は，加工施設が専門化 しつつあるため径級や樹種を限定

せざるを待ず，供給側 から木材生産があって も計画通 りに受け入れが進 まなかった とい う。 また，表一7 の

ように素材生産業者は県下の広範囲から分散的に出荷 しているため原木流通が効率的に行い にくかったこと

も計画量を下回った事に影響していると考えられる。

表－4 木材安定供給事業 木材供給計画

年 虔
国有 林

1 9 9 7

4 ，0 0 0

1 9 9 8 1 9 9 9 2 0 0 0

民有 林 5 ，000

計9，000

6 ，000 6 ，0（氾 6 ，00 0

5 ，0 0 0 5 ，0 0 0 5 ，0 0 0

1 1 ，0 0 0 1 1 ，0 0 0 1 1 ，0 0 0

資料 ：木材安定供給確保事業計画協議書

表－5 木材安定供給事業 供給実績

年

供

単位 ：d

度1997 1998

給量 263

1 9 9 9

2 30 3 ，000

注：ただ し1999年度は見込み。

資料 ：木材安定供給確保事業計画協議書

2 0 0 1

6 ，0 0 0

5 ，0 0 0

1 1 ．0 0 0

単位 ：㌦

合計

2 8 ．0 0 0

2 5 ，0 0 0

5 3 ，0 0 0
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表－6 1998年度 高知県木材安定供給確保事業 製材工場別実績

製材工場（流域）

W 製材

（ 仁淀川）

S 製材

（ 中央）

U 林産加工

（ 安芸）

M 木材

（ 嶺北）

Ⅰ木材工業

（ 嶺北）

合計

資料

N 木材

F 林業

U 木材

Ⅰ林業

計
N 木材

F 林業

Ⅰ林業

計

樹種 長さ 径級（cm） 本数（本）

3 1

融「
スギ 3 14－20 309

スギ 3 13”2 6 3 ，111

スギ 3～6 18～2 6 1 ，020

スギ 3 16 2 ，632

7 ，0 7 2

スギ

スギ

スギ

3

3

3

1 3 － 2 0 3 ，6 8 3

1 3 ～ 2 4 2 4 4

1 6 4 ，0 7 4

2 1 ．7 5 2

2 6 2 ．5 6 2

2 0 0 ．0 0 0

1 9 9 ．7 6 8

6 8 4 ．0 8 2

2 8 4 ．0 9 0

2 0 ．2 8 2

3 0 9 ．2 6 2

8 ，0 0 1 6 1 3 ．6 3 4

K 官材 スギ

K 林業 スギ

計

4

3

”

3

1 2 － 2 2 3 ，0 8 4 2 2 7 ．1 8 9

1 2 － 1 8 8 5 8 6 5 ．8 3 8

3 ，9 4 2 2 9 3 ．0 2 7

N 木材 スギ 3” 4 1 3 ～ 2 8 1 ，2 2 0 1 2 1 ．1 9 6

Y 林業 スギ 3”4 13～28 3 ，030 300・970

計

N 木材

，土 Y 林業

計

4 ，2 5 0 4 2 2 ．1 6 6

ヒノキ 3－4 12下 6 ，517

ヒノキ 3－4 12下 1，105

7 ，6 2 2

3 0 ，8 8 7

表一7 1998年度 高知県木材安定供給確保事業 素材生産業者別出荷実績

1 8 7 ．8 7 2

2 8 ．7 3 0

2 1 6 ．6 0 2

2 ，2 2 9 5 1 1

素材業者 N 木材

（ 流域） （仁淀川）

F 林業

（ 中央）

6 1 4 ．9 1 0 2 8 2 ．8 4 4

U 木材 Ⅰ林業 K 官材

（ 四万十） （仁淀川）

Y 林業

（ 中央） （中央） （嶺北）

2 00 ．00 0 50 9．0 30 2 27．189 65．8 38

単位 ：㌦

合計

3 2 9 ．7 0 0 2 ，2 2 9 ．5 1 1

資料 高知県素材生産業協同組合連合会資料

（ 2）事業の効果及び問題点と課題

聞き取 り調査から現段階での高知県における木材安定供給確保事業の効果と前述の様に計画量を大きく下

回った要因等の問題点及びそれを改善する為の課題について整理すると以下の様になる0

まず，効果に関しては以下の 3点が挙げられた0 ①国有林から立木販売を安定的に確保でき，素材生産業

者の事業量が安定的に確保された。②製材工場へ原木を直販することで・ 市場手数料分を素材生産者および

製材工場に還元できた。③小径木の販路の確保および価格面において有利な取弓lが行えた。

以上が効果として挙げられるが，実績の低さからこれらの恩恵を受けることができたのは一部の業者に限

られると推察できる。また，①に効果として挙げているが，図－1 の様に・・近年国有林からの木材生産は減

少する傾向にあり，国有林に代わり比較的まとまった事業地を提供して協定に参加できる森林所有者を確保

する事が今後は必要になってくると考えられる0 しかし・ 小規模分散的所有の多い一般所有者は団地化が進

まない限り安定した事業地の確保は難しいと考えられ，後述の課題に出てくるように県や市町村有林 と協定

を結ぶことはできないか，という声も聞かれた。

次に問題点は以下の5点が挙げられた0 ①山元における仕訳・検知等機能を現段階で素材生産業者が持つ

ことは，能力・ コス ト面から困難であり，製材工場に柱材のみを直送する際に支障がある0 ②製材工場の受

け入れスペースが狭いため素材生産量に合わせた量が搬入できない場合がある。③安定供給の協定内容が柱

材に限られているため，小径木，中日材については原木市場を主体に出荷 しており市場手数料等のコス ト面
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で負担がかかる。④製材製品が販売不振の際には素材の計画的搬入や素材価格を決定するなどが円滑に進ま

ない。⑤協定に基づき素材の受け入れを行っている製材工場は数社に限られている。

これらは主に素材供給側から強く出された意見とみられるが，引き取 り側の製材工場にしてみれば径級や

乾燥処理の有無などの品質がバラバラの材を搬入されても処理できるはずもなく，原木段階での仕訳が重要

な課藍となっている。高知県下では嶺北地域で既に強度と含水率で仕分ける事のできるグレーデイングマシ

ンの導入が図られており，この取り組みを参考に県下全体に普及する必要があろう。

そして最後に，問題点を改善するための課題としては以下の5点が挙げられた。①小径木，中日材も引き

受けることができる製材業者を事業に追加する必要がある。②国有林に加え，公有林等の参加により取扱量

をより安定的に確保する必要がある。③高性能林業機械導入補助事業に加え，集材機に村する補助事業の創

設する必要がある。④急峻な地形が多いため，作業路開設に関する国補事業及び県単事業の事業単価及び補

助率を見直す必要がある。⑤素材生産業着から製材工場へ直接出荷する場合，材の仕訳と取引量の調整のた

めにグレーデイング機能を備えた大型の共同土場（ス トックヤード）が必要である。

以上が高知県における木材安定供給事業の実態と課題であるが，現段階ではまだ，試行錯誤の段階であり

問題点も多いといえよう。今後は計画と協定の見直しを図りより実効性のあるものにする必要があるが，特

に，近年ますます林業経営意欲を低下させ伐採を敬遠しがちな所有者を協定に参加させるには，この協定に

よるメリットが実際に所有者まで行き渡るようなシステムを構築しない限り難しいと考えられる。また，所

有者からの安定的な事業確保を実現するには，施業の団地化や施業委託といった方策と合わせて検討する必

要があるといえる。

単位：千m 3

1 0 0 0 「 －－

9 0 0

8 0 0

7 0 0

6 0 0

5 0 0

4 0 0

3 0 0

2 0 0

1 0 0

＿叩＿＿＿」亀喪具塵艶＿

有林

国有林

O L一・⊥－－1⊥－－－－⊥－・－」⊥－・－⊥一一－－1

♂ぜ♂ぜぜぜぜず♂♂♂♂♂ぜ

図－1 高知県素材生産量

資料 ：高知県の林業（1998年度）より作成
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木材安定供給確保法制度研究会編（1997）木材の安定供給の確保に関する特別措置法の解説．359pp．地球

社．東京

高知県森林局 （1998）高知県の林業．136pp．高知県森林局．高知
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高齢級間伐とスギ・ ヒノキ人工林の成長解析

一滑床山スギ，ヒノキ，下ル川山ヒノキ，西ノ川山ヒノキ試験地の成長経過 一

経営研究室 松村直人＊・小谷英司・都築伸行

1 ． は じめ に

近年長伐期化の進行とともに，施業面では間伐の遅れが・ また経営面では高齢級における収入間伐が話題

になっている。経営研究室では収穫試験地の継続調査を実施することにより・ 無間伐の場合の成長や高齢級

における間伐の影響を評価する際の基礎資料の収集を図っている0 今回は主に四万十川流域の愛媛県宇和島

市，高知県大野見村の試験地調査の結果を報告する0 なお・ 調査に協力いただいた造林研酒井 敦，連絡調

整室佐々木伸弘，門田春夫の各氏 には厚 くお札 申し上げ ます。

2 ．各収穫試験地の成長経過

（ 1）滑床山スギ人工林収穫試験地の成長経過

この試験地はスギ人ユ淋の成長量，収穫量およびその他の統計資料を収集するとともに林分構造の変化を

解析するため，高知営林局宇和島営林署 （現四国森林管理局愛媛森林管理署）管内61林政る小班に・ 1931年

に太平洋岸西部の試験地として設定された0 試験地は四万十川の上流にあり・ 海抜高は約900m ，傾斜は20

－30度で南向きに面 しており，地形は起伏の少ない平滑な斜面である0 地質は第三紀花崗岩で，土壌は B D

型の崩積土である。

試験地のスギは1907年に植栽され，試験地設定前に 6 回の下刈り・ 3回のつる切 りおよび 3 回の間伐が行

ゎれた。1931年の試験地設定時には，本数で20 ％，材積で15％の第 4 回目の間伐が，1936年に本数で20 ％，

材積で14％の第 5回目の間伐が行われた0 1992年には本数で22・9％・ 材積で15・9％の第 6 回目の間伐が行わ

れ，間伐前後の直径比による間伐区分で・「強度の下層間伐」にあたる0 1936年以来・ 今回で 7 回目の定期

調査を実施したので，その概要を表－1 に示す0

表一1 滑床山スギ試験地の成長経過
一：．．．．－ ・・・▲一・・・・・一 ■一－－・一 洲 ・・・・－・・・・・・・一－■■・・・－－－－－ ■■‾■■■■■■■■：■一■■■■一▲■

標準地 測定年 林齢
（ y rs ）

1 9 3 1 2 5

（ 1 ha） 間伐前

スギ 間伐後
1 9 3 6 3 0

間伐前

間伐後

1 9 5 9 5 3

立木本数

（／h a ）

林分材積

（ d ／h a）

8 8 7

7 0 6

7 0 4

5 6 0

4 6 7

1 9 6 9 6 3 4 6 7

1 9 7 9 7 3 4 6 3

1 9 9 0 8 4 4 5 5

1 992 間伐後 349

1 9 9 9 9 3 3 4 9

注）1992年の間伐後の数値は1990年の測定結果

2 －1 ）中山問地域における林業経営技術の改善

※預 三重大学生物資源学部

2 1 0

1 7 8

2 8 3

2 4 2

7 0 3

8 6 3

9 8 1

1 0 5 3

8 7 4

9 7 9

をも と

平均直径 平均樹高

（ cm ） （ m ）

連年成長量

（ d ／ha／yr）

2 1 ．6

2 2 ．7

2 7 ．6

4 2 ．1

4 4 ．7

4 7 ．7

5 0 ．5

5 2 ．9

5 4 ．7

1

4

6

5

1

1

2

6

7

3

4

4

4

5

6

8

8

0

1

1

1

2

2

2

2

2

3

0

0

0

8

5

7

1

0

6

1

6

1

2

2

1

1

1

に集計 した もの

相対幹距比

（ ％）

2 8 ．7

2 6 ．2

2 8 ．9

1 8 ．9

1 8 ．4

1 7 ．8

1 6 ．6

1 8 ．8

1 7 ．
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（ 2）滑床山ヒノキ人工林収穫試験地の成長経過

この試験地はヒノキ人工林の成長量・ 収穫量およびその他統計資料を収集するとともに，林分構造の推毛

を解析するため・ 高知営林局宇和島営林署（現四国森林管理局愛媛森林管理署）72林放る小班に，1931科 二

太平洋岸西部の試験地として設定された。試験地は四万十川の上流にあり海抜高約600 m ，傾斜20～35度て

北東に画 しており，地形は起伏の少ないやや凹型の斜面である0 地質は白亜紀南予層群の砂岩であり，土場

はBD（d）型である。

試験地のヒノキは1902年に植栽され・ 試験地設定前に8 回の下刈 り，4 回のつる切りおよび3 回の間伐力

行われた。1980年に試験地中央部を横切る林道が敷設され，小姓面積が1．00ha から0．88ha に縮小された。

前回1990年から試験地の林道上部0・472ha のみを継続測定することにした。1979年に比べて1990年の方が討

験地の林分材積が減少 しているのは・ 林道敷設後に林道付近の枯損が生じたものと思われる。今回の調査＃

果を表－2 に示す。

このスギ・ ヒノキ試験地のこれまでの成長経過は小谷・松村 （1994）に報告されているが，その他，昭和

4 0，45，50，56，61，平成 3 年度 四国支所年報にも関連する報告がある。

表一2 滑床山ヒノキ試験地の成長経過

標準地

S IO O 3

（ 0 ．4 7 2 b a ）

ヒノキ

注）

測定年 林齢

（ y r s ）

1 9 3 1 2 9

1 9 3 6 3 4

1 9 4 2 4 0

1 9 4 7 4 5

1 9 5 4 5 2

1 9 5 9 5 7

1 9 6 9 6 7

1 9 7 9 7 7

1 9 9 0 8 8

1 991 間伐後

1 9 9 9 9 7

立木本数 林分材積

（ ／h a） （㌦／ha） （00 ） （ m ）

連年成長量

（ d ／ha／yr）

1 ，1 0 4 15 1 1 7 ．2

1 ，1 0 4 2 2 4 2 0 ．0

1 ，1 0 2 3 0 0 2 2 ．4

1 ，1 0 2 3 7 5 2 4 ．1

1 ，0 9 5 4 7 1 2 6 ．0

1 ，0 9 5 5 4 9 2 7 ．2

1 ，0 3 8 6 9 1 2 9 ．5

9 8 9 8 1 0 3 1 ．6

9 1 1 7 8 8 3 2 ．8

6 1 7

6 1 7 8 0 6 3 7 ．2‾一 ’一‾エ‾一一－－；一－－・・・・一一∽－ニー一ニーー叫 －－・・・・・・・－・・・・一】・・・一・一－一一－－－二一叫 ・一－一一・一二・帆

1 991年の間伐後の数値は1990年の測定結果をもとに集計し

1 0 ．8

1 2 ．0

1 3 ．3

1 4 ．4

1 5 ．9

1 7 ．1

1 9 ．6

2 1 ．3

2 1 ．8

2 6 ．1

たもの

1 4 ．6

1 2 ．6

1 5 ．0

1 3 ．7

1 5 ．5

1 4 ．2

1 1 ．9

△2 ．0

相対幹距比

（ ％）

7

2

9

9

4

3

4

8

6

8

0
0

（
パ
ー

5

5

2

2

2

1

1

1

1

（ 3）下ル川山ヒノキ人工林収種試験地の間伐後の成長
′

この試験地は高知営林局須崎営林署（現四国森林管理局四万十森林管理署）15林政に小班に，1961年に太

平洋岸中部試験地として設定された0 試験地の第一の目的は異なる間伐方法での施業比較試験であり，次に

ヒノキ人工林の成長量，収種量およびその他の統計資料を収集するとともに林分構造の推移を解析すること

である0 ここには寺崎式 B 種間伐区，営林署方式の間伐区，および無間伐区の 3 つの試験区が設定されてい

る。

海抜高は約500 m ，山の中腹から上にあり，地形はやや複雑で起伏に富んでいる。地質は四万十帯に属す

る須崎層で，BD 型の土壌が分布しており土性は埴土である。寺崎式 B 桂岡伐区は西向き斜面であり，平均

傾斜30度でやや凹型の地形である0 営林署方式間伐区は西向き斜面であり，平均傾斜は20度で起伏は少なく，

凹型の地形である。無間伐区は西北西向き斜面で平均傾斜30度，凸型地形である。
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この試験地では，モミ，ツガ，広葉樹の混交天然生林の伐採跡地に1958年にヒノキが植栽され，1959年に

一部補植されている。 B 種間伐区では1983年に本数あたり20％，材積で 9 ％の間伐を行い，1992年に本数あ

たり24．4％，材穂11．7％の間伐を行っている。

今回の第 7 固定期調査の結果を表一3 に示す。前回の調査結果は小谷ら（1995）に報告されてお り・ それ

以前のものは四国支所年報の 1， 6，11，16，21巻に報告されている。

表－3 下ル川山ヒノキ試験地の成長経過

標準地 測定回数 測定年 林齢

S IO O 9 1

（ 0 ．200 ha） 2

営林署方式 3

間伐区 4

間伐実施 5

6

7

8

S IO lO l

（ 0 ．2 0 0 h a ） 2

寺崎式B 種 3

間伐区 4

5

7

8

S IO l l

（ 0 ．2 0 0 h a ）

無間伐区

第6 回は直径

のみ測定

1

2

3

4

5

6

立木本数 林分材横 平均直径 平均樹高 連年成長量

（ yrs） （ ／h a） （d ／ha） （ 伽 ） （ m ） （d ／h a／y r）

1 9 6 1 4 3 ，3 4 5

1 9 6 6 9 3 ，0 9 0

1 9 7 1 14 3 ，0 7 5

1 9 7 6 1 9 2 ，9 8 0

1 9 8 2 2 5 2 ，7 4 5

1 9 8 9 3 2 2 ，4 8 0

1 9 9 4 3 7 2 ，4 8 0

1 9 9 9 4 2 1 ．6 5 0

4

5

0

2

0

0

0

7

＼ヽ

10

13
．
15
．
17
．
17
．
2〇
．

3

・
4

6

0

2

2

1

3

2

3

5

4

6

9

1

2

3

4

5

4

2 ．0

4 ．5

7 ．6

1 0 ．0

1 2 ．5

1 4 ．4

1 7 ．1

2

4

0

1

1

8

2

9

3

4

1

2

1

1

2

相対幹拒比

（ ％）

8 6 ．5

4 0 ．0

2 3 ．7

1 8 ．3

1 5 ．3

1 3 ．9

1 1 ．7

1 6 ．9 1 4 ．6

1 9 6 1 4 2 ，7 0 0

1 9 6 6 9 2 ，4 9 5

1 9 7 1 1 4 2 ，4 3 5

1 9 7 6 1 9 2 ，3 4 0

1 9 8 2

1 9 8 3

1 9 8 9

1 9 9 2

1 9 9 4

1 9 9 9

後

後

25

伐

32

伐

37

42

開

聞

2 ，2 5 0

1 ，8 0 0

1 ，7 8 5

1 ，3 6 0

1 ，3 6 0

1 ，3 0 0

7

9

1

7

0

0

0

7

7

6

7

0

4

4

1

4

0

7

9

1

2

2

3

3

3

4

1 9 6 1 4 3 ，0 9 5

1 9 6 6 9 2 ，7 7 0

1 9 7 1 1 4 2 ，7 7 0

1 9 7 6 1 9 2 ，7 7 0

1 9 8 2 2 5 2 ，7 3 5

1 9 8 9 3 2 2 ，7 0 0

7 1 9 9 4 3 7 2 ，6 5 5

8 1 9 9 9 4 2 2 ，4 7 0

5

7

6

4

7

1

3

9

6

6

7

1

3

3

5

8

2

6

1

6

4

0

5

9

2

4

8

9

1

3

1

1

1

1

2

2

1 ．5 1 2 8 ．3

3 ．9 5 1 ．3

6 ．8 1 2 ．4 2 9 ．8

8 ．9 1 3 ．8 2 3 ．2

1 1 ．0 1 5 ．3 1 9 ．2

1 4 ．1 18 ．6 1 6 ．8

1 4 ．5 14 ．2 1 8 ．7

1 5 ．0 2 2 ．6 1 8 ．1

1 7 ．7 1 5 ．7

4

6

5

0

0

2

2

3

6

9

2

4

5

6

1

1

1

1

1 ．5 1 1 9 ．8

2 ．9 6 5 ．5

5 ．0 6 ．4 3 8 ．0

7 ．3 1 1 ．8 2 6 ．0

8 ．9 1 1 ．3 2 1 ．5

1 3 ．2 1 6 ．9 1 4 ．7

1 2 ．7 1 4 ．0

（ 4）西ノノー仙 ヒノキ人工林収穫試験地の成長経過

当試験地は，ヒノキ人工林における合理的施業方法について検討するための基礎資料の収集を目的とした

もので，瀬戸内海側西部のヒノキ収穫試験地として，1971年（昭和46年）に西条営林署（現愛媛森林管理署）

管内西ノ川山国有林20林政ほ小鼓に14・81ha 設定された0 試験地は石鎚山系の上部にあり，傾斜は急峻で北

西に而している。海抜高は約950 m ，地質は古生層の長瀞変成岩帯に属 し・ 緑泥片岩を母材とする埴壌土で，

B c 型土壌である。林齢は2000年現在43年生である0 試験地内には植栽本数と間伐方法を異とする4 つの標

準地が設定されており，今回が 5 回目の定期調査となるが，積雪のため十分な調査が行えず今回の報告は参
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考値 として処理 したい。

表－4 にこれまでの調査結果を示す。前匝1の調査結果は松村（1993）にあるが，その他，四国支所年報の18，

2 4巻にも関連する報告がある。

表－4 西ノ川山ヒノキ試験地の成長経過

標準地 測定年

Ⅰ区SIO34

（ 0 ．7 1 h a ）

3 000 本区

無間伐区

Ⅱ区SIO35

（0 ．1 6 2 h a ）

3 000本区

1 9 7 1

1 9 7 6

1 9 8 2

1 9 9 2

1 9 9 9

林齢 立木本数 林分材横 平均直径 平均樹高 連年成長量 相対幹距比

（y r s） （ ／h a ） （ d ／b a） （伽 ） （ m ）

1 4 3 ，5 9 1 1 8

1 9 3 ，5 4 9 6 4

2 5 3 ，2 9 6 1 6 9

3 5 2 ，3 9 4 2 3 3

4 2 2 ，3 2 4 3 5 3

4 ．5 2 ．7

7 ．9 5 ．3

1 1 ．4 8 ．0

1 4 ．1 1 0 ．9

1 5 ．7 1 3 ．8

1 9 7 1 14 2 ，4 8 1 2 3

1 9 7 6 1 9 2 ，4 6 2

1 9 8 2 2 5 2 ，3 8 9

1 9 9 2 3 5 1 ，9 8 8

1 9 9 9 4 2 1 ，9 7 5

Ⅲ区SIO 36 197 1 14 3 ，563

（ 0 ．0 9 6 h a ） 1 9 7 6 1 9 3 ，4 1 7

6 000本区 1982 25 3，292

1 9 9 2 3 5 1 ，9 9 0

1 9 9 9 4 2 1 ，9 2 7

Ⅳ区SIO37 19 71 14

（0 ．1 1 3 h a ） 1 9 7 6 1 9

6 000本区 1982 25

1 9 9 2 3 5

1 9 9 9 4 2

6 ．1 4 ．3

8 0 1 0 ．1 6 ．6

1 9 0 1 3 ．6 9 ．0

2 8 1 1 6 ．5 1 2 ．0

4 4 7 1 8 ．2 1 5 ．6

2 7 5 ．4 4 ．1

8 9 8 ．9 6 ．4

2 0 3 1 1 ．9 8 ．8

2 4 5 1 5 ．1 1 2 ．3

3 5 1 1 6 ．2 1 5 ．0

3 ，5 4 0 24 5 ．2 4 ．1

3 ，4 7 8 7 5 8 ．3 6 ．2

3 ，3 1 9 1 74 1 1 ．2 8 ．6

2 ，3 7 2 2 54 1 4 ．0 1 2 ．5

9 ．1

1 7 ．7

7 ．1

1 7 ．1

1 1 ．7

1 8 ．4

1 0 ．1

2 3 ．7

4

2

7

1

2

9

4

5

1

1

1

2

0

0

9

3

0

6

8

4

1

1

1

（ ％）

6 1 ．8

3 1 ．7

2 1 ．8

1 8 ．8

1 5 ．0

4 6 ．7

3 0 ．5

2 2 ．7

1 8 ．7

圭もぅ
4 0 ．9

2 6 ．7

1 9 ．8

1 8 ．2

1 5 ．2

4 1 ．0

2 7 ．3

2 0 ，2

1 6 ．4

2 ，3 6 3 3 5 4 1 5 ．5 1 4 ．4 14 ．3

引用文献

松村直人（1993）西ノ川山ヒノキ人工林収穫試験地の調査結果．森林給研四国支年報34 ：30－31．

小谷英司・松村直人 （1994）滑床山スギ・ ヒノキ人工林収穫試験地の調査結果．森林絵研四国支年報35 ：

3 0 －3 1 ．

小谷英司，山田茂樹，松村直人（1995）下ル川山ヒノキ人工林収穫試験地の調査結果．森林稔研四国支年報

3 6 ：2 9 －3 0 ．
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平成11年に四国地域で発生 した森林病虫獣害

保護研究室 前藤 薫・ 田端雅進・佐藤重穂

1 ． は じめに

主として突発発生的な森林病虫獣書の発生動向を把握し，新たな病虫獣害の発生に迅速に対応するため・

当研究室では平成元年から四国地域における森林病虫獣書の発生情報を収集し，被害発生の要因や経過の分

析を行っている。平成11年も，各機関から寄せられた病虫獣害被害報告と当研究室で行った現地調査の結果

をとりまとめた。調査に協力 していただいた関係機関各位に対 して，心からお礼を申し上げる。

2 ．森林病虫獣害発生状況

平成11年に四国地域において発生が報告された森林病虫獣書は・ 表－1 のとおりであった0 なお・ 被害状

況が林分ごとに詳しく報告された事例については，別途とりまとめて記録した（前藤・ 2000）0

平成 9 年から高知県内のソメイヨシノに多発 している幼果菌核病は・ 前年よりも減少 したものの，林分に

ょってはなお顕著な枝枯れ被害が見られた。愛媛県西粂市の寺院境内でフジの蕾が開花 しない被害が生 じた

ため原因を調査したところ，四国未記録のフジツポミタマバエによるフジツポミフクレフシ（フジハナフシ）

であることが判明 した。

ホリシヤキシタケンモンによると思われるウバメガシの食葉被害が，高知県下の海岸林に広く発生 し，一

部の教書林分ではほぼ全案が失われる被害が生じた0 平成 8年頃から始まった一連の大発生が，太平洋沿岸

の広い地域で継続 しているものと考 えられる0 ホ リシヤキシタケ ンモ ンの大発生は，九州南部でイチイガシ

の植栽木に発生した事例を除けば，四国と九州の海岸ウバメガシ林にほぼ限られており・ しか も広域におよ

ぶ大発生は平成 9 年以降の現象である0 現在のところ枯損被害には至っていないが・ 食葉被害が頻発すれば

海岸林の持続性に影響を与える恐れがある0 宮田ほか（2000）によると・ 本種の成虫は夏と秋の年2 回出現

し，秋の成虫（2化成虫）が生んだ卵に由来する越冬幼虫が初夏の食葉被害を引き起こすようである0

なお，昨年は，立木の外観からは被害の把握が難 しいキバチ類とその共生菌（加 タわぶ加 従仇属菌）による

スギ・ ヒノキの材変色被害について，高知県と愛媛県における被害実態がそれぞれ報告された（宮田・ 1999

；稲田，1999）。両県 とも広 く被害が確認されてお り，高品質材生産を目標 とする林業団地では・ 被害軽減

策を検討する必要があろう。

引用文献

稲田哲治（1999）愛媛県におけるニホンキバチによるスギ・ ヒノキ材変色被害の実態と防除の試み・ 森林防

疫48 ：180－184．

前藤 薫（2000）森林病虫獣書発生情報 ：四国地方・ 森林防疫 49 ：150‾152・

宮田弘明 （1999）高知県におけるニホンキバチによる材変色被害・ 林業 と薬剤 147 ：1 － 6 ・

宮田 彬・野崎教士・藤崎晶子・長谷川英男（2000）ホリシヤキシタケンモンとマルバネキシタケンモンの

生活史．蛾類通信 209 ：159－167．

2 －2）中山間地域における森林生物の管理技術の高度化
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表－1 平成11年に四国地域において報告された森林病虫獣害

＋特定の林分など局所的に発生，＋＋地域的に発生，＋＋十ほぼ全県に広く発生

病 虫 獣 書 名 （被 害 樹 種 ） 徳 島 県 香 川 県 愛 媛 県 高 知 県 国 有 林

＜ 病 害 ＞

な ら た け 病 （ヒ ノ キ ）

漏 脂 病 （ヒ ノ キ ）
＋ 7 ．0

＋

＋

＋

＋

＋

樹 脂 胴 枯 病 （ヒ ノ キ ）

板 株 心 材 腐 朽 （ヒ ノ キ ）

白 絹 病 （ス ギ ）

赤 枯 病 （ス ギ ）

＋

0 ．5

0 ．1

＋

菓 ふ る い 病 （ヒ ノ キ ）

菓 ふ る い 病 （タ ロ マ ツ ）

芽 枯 病 （ス ギ ）

白 藻 病 （サ カ キ ）

穀 紋 菓 枯 病 （サ カ キ ）

菓 斑 病 （ツ ツ ジ ）

＋

＋

＋

＋

幼 果 菌 核 病 （ソ メ イ ヨ シ ノ ）

＜ 虫 害 ＞

マ ツ オ オ ア ブ ラ ム シ （ア カ マ ツ ）

ク リ オ オ ア ブ ラ ム シ （ウ バ メ ガ シ ）

フ ジ ツ ポ ミ タ マ バ エ （フ ジ ）

十

（2 3 ，8 0 0 ）

2 7 0 ．0

3 ．1

＋

1 0 ．5

9 9 1 ．0

ウ リ ハ ム シ モ ドキ （ヒ ノ キ ） ＋

ス ギ カ ミ キ リ （ス ギ ， ヒ ノ キ ） 8 0 ．0

5 ．0

ヒ メ ス ギ カ ミ キ リ （ヒ ノ キ ）

根 切 り虫 （コ ガ ネ ム シ 類 ） （ス ギ ， ヒ ノ キ ）

ホ リ シ ヤ キ シ タ ケ ン モ ン （ウ バ メ ガ シ ） ［推 定 ］

0 ．2

1 2 ．1

ヒ メ タ ロ イ ラ ガ （ソ メ イ ヨ シ ノ ）

ヒ ノ キ カ ワ モ グ リ ガ （ス ギ ， ヒ ノ キ ）

＋

＋ ＋ ＋

2 0 8 ．0

ニ ホ ン キ バ チ （ス ギ ， ヒ ノ キ ） ＋ ＋ ＋

9 ，6 8 1

マ ツ ノ タ ロ ホ シ ハ バ チ （タ ロ マ ツ ）

松 く い 虫 （ア カ マ ツ ， グ ロ マ ツ ）

1 ．0

1 6 ，7 5 7同 上　　 被 害 材 積 （㌦ ）

▼■t－‾・・＝こ・・l－‾‾‾■■l 一■、‾－－－▼・・・・・・・・・－－－－－－－－－－－ノーーーⅦ ・・・・・－■・－W 一・・・山一・・－・・－W ▲・】 ・・・－・・・・・▲▲・・・・・・▲■・－－－－

＜ 獣 害 ＞

ノ ウ サ ギ （ス ギ ， ヒ ノ キ ）

5 9 9 4 5 0

1 1 0 ．0 5 ．5

0 ．1

1 1 ．0 2 9 1 ．3

野 ネ ズ ミ （ス ギ ， ヒ ノ キ ）

サ ル （ヒ ノ キ ）

1 ．0

6 8 5 ．0

1 ．0

2 0 ．0

5 ．0

1 0 7 ．3

イ ノ シ シ （タ ケ ， ヒ ノ キ ） 5 ．0

ニ ホ ン ジ カ ， ニ ホ ン カ モ シ カ （ス ギ ， と ノ キ ， 広 ） 4 ．5 4 7 ．0

＜ 植 物 書 ＞

ヒ ノ キ バ ヤ ド リ ギ （サ カ キ ） ＋

▼‾▼‾‾■‾‾‾ ‾■‾‾‘‾，■‾‾■1▼＝・－－－－・■■■■■■■■■■■■■■■■■■－ －－－－－－・・・・・・・nL－■一・－・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・叩 l・ユ・一・一一一－・・－・・・－ ・－・・・・一一一一～一一－一一■・・・－－－一一－▲一・・■ ・・l・・・・－【－・■・－、－・一一、■数 字 の 単 位 は h a， カ ツ コ 内 は 被 害 本 数 ，
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市ノ又国有林における鳥類相の季節変化

保護研究室 佐藤重穂

1 ． は じめ に

1 996年に四万十ノー儀林計画区が林野庁によってモデル森林として位置づけられ，森林に関する各種のモニ

タリングが始められた（松村ほか1999a）。モニタリングの基準・指標はモントリオール・ プロセスに従って

いて，この指標の中には森林依存種数などの生物多様性に関するものも含まれている（松村ほか1999b）0

しかし，モニタリングの基礎資料 となるべき地域の生物相の記載は，四万十川森林計画区ではこれまで十分

行われてきていない。ここでは，四万十川森林計画区の生物相の基礎資料とするために・ 四万十川源流域の

天然林が残されている市ノ又国有林において，森林性の脊椎動物を代表する一群である鳥類に着目し・ 鳥類

相の季節変化を調査した。なお，大正営林署（現四万十森林管理著大正事務所）には試験地の利用に便宜を

図っていただいた。記 してお札 申し上げる。

2 ．調査方法

市ノ又国有林は高知県大正町の南西部の四万十川の支流葛亀川の源流部にあたり・ 四万十森林管理署の管

内にある。ここの86林政は約190年生の ヒノキ， ツガを主 とす る52ha の天然林が残 されていて・ 風景林 に指

定されている。86林班内には森林総合研究所四国支所の森林動態観測試験地が1995年に設定され・ 源流域天

然林の構造と機能の解明のための調査が行われている0 風景林の周囲はほとんどがスギ・ ヒノキの人工造林

地で囲まれていて，この天然林 は孤立状態 にある。

市ノ又国有林内にある既設 の延長1・8km の遊歩道 を調査コース として， ラインセンサス法 によって鳥類相

を調査 した。調査コースの標高は400 m ～480 m である0 調査 コース1・8kmの うち・ 約0・9h は風景林 となって

いる天然林内にあり，残 りの約0．9kmはスギ・ ヒノキの人工林内である0天然林の上木の主要な樹種はヒノキ，

ッガ，ウラジロガシ，アカガシなどで林冠の高さは約30m であり・ 階層構造が発達していて・ 林分構造は酒

井ほか（1996）に詳細に報告されている0 人工林は31年生で，主に沢沿いにスギ，斜面にヒノキが植栽されて

いて，上木の樹高が約20m であり，下層植生は沢沿いや林縁部以外では乏しい0

調査は1997年11月から1998年10月まで毎月卜 2 回，合計15回行った0 調査には8 倍の及眼鏡を携行し・

調査コースを時速約 2 kmで歩行しながら，半径50 m 以内で目視及び鳴き声で確認される鳥類の種と個体数を

記録 した。原則として調査は晴天の日の午前中に行ったが，多 くの鳥類の繁殖期にあたる 5～ 7月は調査効

率を高めるために早朝 5 時か ら7 時 に実施 した0

鳥相の季節変化の特徴を知るために， 3 － 4 月を春期， 5 ～ 8 月を繁殖期， 9 ～11月を秋期・ 12月～ 2 月

を越冬期として，季節ごとに記録された鳥類の種構成を解析した0

確認された鳥類を種ごとに留鳥，夏鳥，冬鳥，鼠島に区分し，繁殖期の生息種を留鳥と夏鳥，越冬期の生

息種を留鳥と冬鳥とした。繁殖期と越冬期について・ 鳥類を種ごとに森林内の採餌場所別に樹冠層利用者，

低木層利用者，地表利用者，樹幹利用者，樹冠空間利用者・ その他に区分した0

2 －2 ）中山同地域における森林生物の管理技術の高度化



4 0 平成11年度森林捻合研究所四国支所年報

3 ．結果と考察

1 2ケ月の調査の合計で28種の鳥類が確認された（表－1）。内訳は留鳥19種，夏鳥5 種，冬鳥2種，旅烏2

種であり，いずれの季節も留鳥がもっとも高い割合を占めた。なお，ミゾゴイとセンダイムシタイは四国で

は夏鳥であるが，この調査では繁殖期に確認されず，移動時期に記録されただけなので，旅烏に区分した。

確認種数は6 － 7月が多く，調査 1回当たり確認種数は天然林と人工林のいずれも繁殖期が多く，越冬期

が少なかった（表－1）。天然林と人工林でいずれの季節 も1 回当たり確認種数に有意な差はなかった（U 検

定，いずれもp＞0．05）。西日本の暖温帯の森林では多 くの果実食鳥が越冬するため，越冬期の方が繁殖期

よりも鳥相が豊かになる（N om a ＆Y um oto 1997）が，市ノ又国有林では逆の結果を示した。今回冬鳥として

確認されたのは小型ツグミ類2 種であり，大型ツグミ類などの西日本における主要な果実食者ヤアオジやマ

ヒワなどの主要な種子食者は確認されなかった。これは市ノ又国有林が天然林，人工林とも針葉樹が主要樹

種であり，多 くの鳥類の越冬期の餌となる被子植物の果実や種子が少ないためと考えられる。

天然林と人工林で共通して記録された種は16種，天然林のみで記録されたものが4種，人工林のみで記録

されたものが 8 種であった。天然林のみで記録されたアオバ ト，センダイムシタイ，キビタキ，キバシリの

うち，前 2 者は今回の調査時閣外に人工林でも確認されている。後 2者は人工林では確認されなかったので，

天然林への依存性が高い可能性がある。ただし，今回調査 した人工林は天然林に比べて若く，高齢級の人工

林なら生息するかもしれない。人工林のみで確認されたものには，林縁性種のコジュケイ，キジバ ト．ジョ

ウビタキ，ホオジロ，河川依存種のキセキレイ，カワガラスが含まれた。これは人工林が林道に画 していて

林縁環境が調査コースに含まれていたことと，人工林内の調査コースの一部が林内を流れる渓流に沿ってい

たことによる。生息種を採餌場所別にみると，天然林，人工林のいずれにおいて も，繁殖期，越冬期とも樹

冠層利用者がもっとも多 く，全体の 3 ～ 5割を占めていた（図一1）。人工林では低木層利用者と地表利用者

2 5

2 0

1 5

1 0

5

0

嶽
世

団その他

■樹冠空間利用者
因樹幹部利用者
白地表利用者

田低木層利用者
□樹冠層利用

天然鮎紆林 天闇冬鮮林
図一1．市ノ又国有林における鳥類の繁殖期と越冬期の採餌利用場所別種数．

睾
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が天然林よりも多く，合わせて約 4割を占めた（図－1）。これは前述のように人工林には林縁性種が多く確

認されたことによる。繁殖期には天然林，人工林とも樹冠空間利用者としてヒタキ類 2種が区分されたが，

越冬期には該当するものがいなかった。

これらの結果から，市の又国有林では少数の天然林に依存する種がいるものの，天然林とそれに隣接 した

人工林で鳥相に大きな差異はないと考えられた。これは針葉樹を主とした暖温帯の森林の特徴であると思わ

れる。ただし，この調査地の天然林は他の天然林から孤立化 しているので，その影響もあるかもしれない。

引用文献
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四国支所構内で観測 した1999年の降水の性質

林地保全研究室 山田 毅・吉永秀一郎＊・稲垣善之・三浦 覚＊・篠宮佳樹

1 ． は じめ に

森林総合研究所四国支所では，酸性雨の現状とそれが森林生態系へ与える影響を予測するため，1991年度

から降水の観測を行ってきた。本報では，前報 （山田ほか，1999b）に引き続 き，1999年の降水中に含まれ

る酸性物質の森林への負荷主について報告する。

2 ．方 法

観測地点の概乳 降水の採取法，試料の分析方法については，既報（山田ほか，1998 ；山田ほか，1999a）

を参照されたい。

3 ．結 果

四国支所構内における1999年の年間降水量は3，440mmであった。この値は，1998年の3，927皿m （山田ほか，

1 999b）に比べて少ないものの，最近10年間（1989－98）の年平均降水量2，617mm （森林総合研究所四国支所，

1 999）に比べてきわめて大きく，降水の観測を始めた1991年以降， 2 番目に大きい値であった0 これは， 7

月28，29 日の降水 （降水量はそれぞれ259，247mm）をはじめ として，大雨の回数が多かったためである0 一

連続降水量が100mm以上の降水は，1998年の11回（山田ほか，1999b）には及ばないものの，10回観測 されたo

p H は降水量の多い月に高い値を，降水量の少ない月に低い値を示す傾向があり・ 7月に最高値5・26・ 2月

に最低値4．19を示した（図－1）。1999年における降水のpH の平均値は，4・79であった。

硫酸イオン（SO 42‾）・非海塩性硫酸イオン（nss－SO42‾）・硝酸イオン（N O 3‾）濃度はいずれも，降水量

が多いときに低い値を，降水量が少ないときに高い値を示 した（図一2）。月別でみると，硫酸イオン・非海

塩性硫酸イオン・硝酸イオンの濃度は，いずれも降水量の多い7月に最小値を，降水量の少ない2月に最大値

を示 した。年平均の硫酸イオン・非海塩性硫酸イオン・硝酸イオン濃度は，それぞれ1・26，0・98・ 0・74m9

L －1 であった。これらのイオン濃度は，1998年の各イオン濃度と比べると高い値を示す（山田ほか，1999b）。

なお，硫酸イオン・非海塩性硫酸イオン濃度に関しては，1991年以降と比べると，2番目に低い値であった0

硫酸イオン・非海塩性硫酸イオン・硝酸イオン負荷量は，降水量の多い月で多く，降水量の少ない月で少

なかった（図－3 ）。年間を通 したイオンの負荷量は，硫酸イオン・非海塩性硫酸イオン・硝酸イオンがそれ

ぞれ，4．33，3．37，2．53 9 m －2であった0 各イオンの1999年における負荷量は，1991年以降・ 硫酸イオンは

1 993年に次いで 2番目に多く，非海塩性硫酸イオンは 1番多 く，硝酸イオンは1998年に次いで 2番目に多かっ

た。年平均のイオン濃度が低かったにもかかわらず，負荷量が多いのは，降水量が多かったためである0

特定研究「酸性雨等の森林生態系への影響モニタリング」

＊：現 森林環境部
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坂井倹朗（高知大農）・田端雅進・ 阿部恭久（1999．04）ニホンキバチ、ヒゲジロキバチとA m ylos－

t ereum laevigatum によるスギ・ ヒノキ生立木の材変色について－材変色性、材の含水率変化およ

び木材腐朽力の検討－．日本林学会大会学術静演集 110 ：63～64・

田端雅進・Thom as Harr軸 ton（Iow a StateU niversity）（1999・05）rDNAITS塩基配列に基づいたキバ

チ亜科昆虫共生菌の系競分類． 日本菌学会第43回大会講演要 旨集40・

佐藤重穂・関 伸一（1999．05）第110回日本林学会大会短信 動物・ 林業技術 686 ：16～17・
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前藤 暮（19錮．鵬）天敵寄生バナの生態と利用．現代林業 397 ：52～53．

前藤 暮（1999．07）森林病虫獣書発生情報 ：四国地方．森林防疫 48（7）：10 ～13．

前藤 暮・宮田弘明（高知森技セ）、佐藤圭穂（1999．09）四万十川流域における自然林と二次林のカ

ミキリムシ相の違い．89 日本昆虫学会大会簾演要旨22．．

前藤 暮・田端雅進・佐藤圭穂 （1999．09）平成10年度の四国地域の森林病虫獣書発生状況．森林総

合研究所四国支所年報 40 ：37～38．

前藤 煮・福山研二・ K i爪On，L G・（F RIM ）（1999 ．09）Edge effects on am brosia beed e assem blag。S in

a lo w land rain forest・b ord ering oil p alm plantations，in Pen in sular M alaysia・ Jou rn al of T rop ical

F o r e s t S c i e n c e l l （ 3 ） ： 5 3 7 ～ 5 4 7 ．

佐藤圭穂・前藤 薫・酒井 武・酒井 敦 （1999．09）四国の森林性生物の生物多様性に関する基礎

情報の整理．森林総合研究所四国支所年報 40 ：39～40．

佐藤圭穂（1999．09）森林性鳥類のモニタリングによる種多様性の評価の試み．森林絵合研究所四国

支所年報 40 ：41－44．

佐藤妻穂 （1999 ．10）暖温帯林における鳥類のモニタリング法の評価．日本鳥学会大会講演要旨集

1 9 9 9 ： 1 4 2 ．

前藤 薫 （2000 ．01）近10年間の保護部会の試験・研究活動 と今後一四国地域 における就験・研究活

動－．関西林試協保護部会30周年記念誌 71～78．

佐藤重穂・前藤 薫 （200 0 ．01）四万十川流域の生物多様性に関するデータベース作成と調査手法の

検討．森林稔合研究所所報 136 ：7．

田端推進（2000 ．01）針葉樹病害における菌と昆虫の相互作用に関する共同研究．森林絵合研究所年

報平成10年度 ：180～181．

前藤 井 （200 0 ．02）都会の歌姫に里山は似合わない？．里山を考える101のヒント 98－99．日本林業

技術協会．

前藤 暮 （2000 ．02）水辺があっても森がなくては－トンボ．里u lを考える101のヒント 112－113．

日本林業技術協会．

前藤 暮（200 0．02）森 と昆虫の親しい関係一四万十川流域の森の血液検査から－．四国情報 23 ：1

～2 ．

佐藤圭穂（2000 ．02）九州北部におけるガビ≠ヨウGarrulax 。an。ruSの野生化 日本鳥学会誌 48（3）

：2 3 3 ～ 2 3 5 ．

前藤 薫・佐藤重穂・宮田弘明 （高知森技セ）（200 0 ．03）昆虫多様性に対する森林利用の影響一四万

十川流域のカミキ リムシ相 について－． 日本林学会大会学術講演集 111 ：616．

佐藤圭穂・前藤 薫・宮田弘明（高知森技セ）（2000 ．03）ニホンキバチの標識再捕獲試験による移動

拒粧の推定．44 日本応用動物昆虫学会大会講演要旨 135．

田端雅進・阿部恭久（2000．03）ニホンキバチの強制産卵試験 とA m ylostereum laevigatum の木材腐

朽試験．森林応用研究 8 ：203～204．

佐藤重穂・黒岩哲夫（日本野鳥の会高知支部）（200 0 ．03）森林性鳥類の生息種・密度調査におけるロー

ドサイ ド・テ リ トリーマ ッピング法の有効性．Strix 18 ：89－98．
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経営研究室

松英恵吾（高知大）・田辺博朗（高知大）・小谷英司・松村直人・岩神正朗（高知大）（1999・04）リモー

トセンシングによる四万十川流域の森林資源モ土タリング．日本林学会大会学術講演集 110 ：

3 各8 ～ 3 8 9 ．

小谷英司・松村直人・田辺博朗 （高知大）・絵美恵吾 （高知大）・岩神正朗（高知大）（1999・04）G PS

カメラによる四万十川流域写真データベースの作成．日本林学会大会学術講演集 110 ：374

松村直人・小谷英司・宇久真司（高知県）（1999．04）四万十川森林計画区における資源モニタリング

の設計について．日本林学会大会学術講演集 110 ：392”393・

松村直人・小谷英司・都築伸行・大黒 正（1999・09）下ル川山スギ人工林収穫試験地の第 2 回間伐

後の成長経過．森林絵合研究所四国支所年報 40 ：33－34・

松村直人・宇久真司（高知県）・梶原規弘（高知県）（1999・09）四万十川森林計画区におけるモデルフォ

レス ト事業．森林計画学会誌 33 ：47～50・

都築伸行（1如9．09） 森林所有者の施業実施状況と委託への意向一徳島県山城町森林組合員へのアン

ケート調査から．森林総合研究所四国支所年報 40 ：35～36・

小谷英司・松村直人（1999．10）G PS とGISによる立木管理システムの開発・ 日本林学会関西支部大会

発表要旨集50 ：20．

粟屋善雄・小谷英司・田中邦宏・劉紀遠・庄大方・孟永慶 （1999・10）Innuential factors on forest

a n a ly s IS u S in g r e m o te s en s in g d a ta ：r e g a r d in g b io m as s a n d p ro d u ct iv ity e s tim at io n・ I n te rn a tio n a l

s y m p o s iu m o n E n v iro n m e n ta l M o n ito r in g in E a st A s ia － R e m o te S e n s in g a n d F o re s ts －・ Ⅹa n a z aw a

U n i v ．， 7 8 ～ 8 8 ．

山田茂樹・都築伸行・柳幸広登 （1999 ．12）流域林業の中核 として・ 森林組合 354 ：19～25・

小谷英司・松村直人・都築伸行（2000・03）森林認証への取り組み一高知県での事例分析－・ 日本林

学会大会学術講演集 111 ：446．

松村直人・小谷英司・家原敏郎・駒木貴彰（2000・03）フィンランドにおける森林認証への取 り組み・

日本林学会大会学術講演集 111 ：443．

西政敏（島根県）・石橋公雄（島根県）・小谷英司・松村直人（200 0・03）島根半島弥山山地におけ

る森林植生と空間分布解析．森林応用研究 9（1）：65－70・

近藤洋史・松村直人・今田盛生 （九州大学）・青田茂二郎（九州大学） （2000・03）九州・四国地方の

ヒノキ収穫試験地資料を用いた最多密度曲線の分析．日本林学会大会学術講演集111 ：45・

薮原敏郎・松村直人・小谷英司・駒木貴彰（2000・03）フィンランドの第 9次国家森林資源調査、多

目的森林資源調査の先進事例分析．日本林学会大会学術幕演集 111 ：31・

粟屋善雄・小谷英司・田中邦宏・劉紀遠・庄大方・孟永慶（2000・03）ノアデータと気象データを利用

した全球純一次生産力の推定一可能性の検討－・ 日本林学会大会講演要旨集 111 ：

都築伸行（2000．03）森林組合への施業委託及び施業団地化に関する林家の意向一徳島県山城町森林

組合員へのアンケート調査から．日本林学会大会学術講演集 111 ：8
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前年度までの追加業蘇

山田 般・森貞和仁・平井敬三・三浦 覚・吉田桂子 （1997 ．03）人工林化に伴 う土壌変化に関する

研究 （Ⅱ） 孔隙組成の変化．第108回日本林学会大会講演要旨集 ：107．

西政敵（島根県）・石橋公雄（島根県）・小谷英司・松村直人（1999．03）G ISによるタワーヤーダ

の作業範囲の検討．森林応用研究 8 ：73～76．
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開催 ’行 事

行

四国地区林業技術開発会議
林業研究開発推進四国プロ

匡位樵関公害防止等試験研
推進評価会読

研究間患ⅩⅢ研究検討会

研究間老ⅩⅢ研究推進会議

氏名

松村 直人

松村 直人

佐々 朋辛

松村 直人

前藤 葉

書永秀一郎

都築 伸行

松村 直人

松村 直人

佐々 朋事

氏名

善本 敦

松英 恵吾

受託 研 究 調 査

場所

試験場
ン会館

5 1

非常 勤 研 究 員

課

伐採行動の経済分析モデル

樹木形状モデルを用いた成長解析 と森

事 開催年月 日 開 催

ック会議 （林野庁主催）
1 1． 5 ．1 1

11．10．14

愛媛県林業

高知 グリー

究平成 11年度新規課題「四万十川」 12． 1 ．10

12． 1 ．2 8

12． 2 ． 16

四国支所

四国支所
四国支所

用 務 先

北空知森林組合他

大村市森林組合他

香川県社会福祉総

用　　　　 務 期　　　 間 委 託 先

全 国森林組合連合「森林施業管理体制支援事業」 11． 8 ． 2 ～ 6

11． 9 ． 27－30

11． 10． 21～22

11．12． 6

に関する調査 （森林調査マニユ

アルの作成）
「森林施業管理体制支援事業」

会 ‘

全国森林組合連合

に関す る調査 （森林評価マニュ

アルの作成）

香川県森林 ・林業基本計画検討

Aコ言

香川県

香川県農林水産部
合セ ンター 委員会

高於市諌岐会飴 森林機能評価 に対する専門的な

見地か らの指導 ・助言

「農林生態系 における生物多様

性 の評価 と保全」

平成 11年度徳島県森の案内人養
成講座講師

「九州 ・四国における多様な交

愛媛県林業試験場 11．12． 8 愛媛県林業試験場

徳 島県教育会館 12． 1 ． 16－ 17 徳島県林業振興課

主婦会館

日本林業技術協会

12． 2 ．29－30

12． 3 ． 1 ～ 2

林政総合調査研究

流連携 を踏 まえた地域整備計画

調査」に係る調査結果報告

「森林情報の入力 ・処理の高度

化に関する調査」

森林機能評価に対する＿専門的見

地か らの指導・・助言

香川県森林 ・林業基本計画検討

委員会

所

日本林業技術協会

高松市誇岐会館 12． 3 ． 7 香川県農林水産部

高松市 さぬき荘 12． 3 ．29 香川県農林水産部

題 期　　　 間

林 施 業 へ の 適 応 可 能 性

11 ． 7 ． 26 － 11． 8 ． 25

1 1． 7 ． 26 ～ 11． 8 ． 25



5 2

氏名

紙屋 和宏

氏名

吉永秀一郎

吉永秀一－1郎

田淵 隆一一

佐々 朋辛

酒井 武

倉本 恵生

倉本 恵生

田淵 隆一

松村 直人

田淵 隆一

海外研修員

平成11年度森林稔合研究所四国支所年報

受託 研 修

依頼 出 張 等

国際 関 係

氏名

R alm Ribeiro

M arfian to pjoko

W ib sono

S u h e n b r a Sandjaya

所　　　 属 研　 修　 事　 項 期　　　 間 受入研究室

徳島県徳島農林事 森林植生調査及び森林施業技術 11．9．1～11．10．8 造林研究室
業所 に関する基礎と応用講義並びに

その野外調査実習と解析演習

用　 務　 先 用　　　　 務 期　　　 間 依 頼 者

国立極地研究所

四国森林管理局

四国森林管理局

建設省吉野川ダ

東京港晴海埠頭 第40次南極地域観測隊夏隊持ち 11．4 ．12～11 ．4 ．16

11．5 ．20～11．5 ．28

11．7 ．12－11．7 ．13

11．9 ．9

11．10．12～11．10．13

11．10 ．18

11．10 ．19

11．10 ．15～11．10．16

国立極地研究所 帰り物資の整理
四万十森林管理 2．4．5T 剤埋設箇所再調査技術
署管内 指導
安芸森林管理者 平成11年度保護林保全緊急対策
管内 事業に係る現地調査及び検討

さめうら荘

四万十森林管理

早明浦ダム林相改良実施方検討
会出席

ブラジル国リモー トセンシング

ム統合管理事務
所

国際協力事業団

国際協力事業団

国際協力事業団

国際協力事業団

署管内 研修月研修旅行同行
愛媛森林管理所 ブラジル国リモー トセンシング
管内 研修貞研修旅行同行
苓北森林管理所 ブラジル国リモートセンシング
管内 研修貞研修旅行同行

国際協力事業団 インドネシア 「国立公園森林火
災跡地回復計画」帰国報告会

沖縄における森林資源モニタリ沖縄県林業試験 12．1 ．19～12．1 ．22

・12 ．2 ．3 ～12．2 ．4

沖縄県絵合事務
場他 ング調査検討会 局
国際協力事業団 マダガスカル北西部養殖振興計

画国内委員会分科会出席
国際協力事業団

国　 名 研　 修 項　 目 期　　　 間 受入研究室

造林研究室ブラジル リモー トセンシング 11．10． 8 －2 1

イン ドネシア 防火のための造林技術 12． 3 ．10 造林研究室

イン ドネシア 防火のための造林技術 12． 3 ．10 造林研究室
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究室

招へい研究員

海外派遣

氏名

田淵 隆一

酒井 武

田淵 隆一

松村 直人

松村 直人

小谷 英司

田端 推進

小谷 英司

田淵 隆一

倉本 恵生

田淵 隆一

氏

ド

甘
和

生

毅

樹

之

美

恵

佳

善

中

本

田

宮

垣

山

倉

山

篠

稲

研 修

氏　　　 名 国　　 名 目　　　 由 期 間

12． 3． 5 ～11

12． 3 ． 5 ～11

受入研

M eng Y ongqing

Zhuang D afang

中国

中国

炭素循環に関するグローバル

マッピングとその高度化に閲す
る国際共同研究打合及び検討
炭素循環 に関するグローバル

マッピングとその高度化に閲す
る国際共同研究打合及び検討

経営研究室

経営研究室

用　 務　 先 用　　　　 務 期　　　 間 備　　　 考

タイ タイ造林研究計画 A ／C 11．3 ．1 1－ 11．5 ．6 国際協力事業団短期専

門家

ブラジル
＼

ブラジル ・アマゾン森林研 11．4 ．7 ～ 11．5 ．7 国際協力事業団短期専

究計画 Ⅱ 門家

インドネシア イ ンドネシア国立公園森林

火災跡地復旧調李

マ レイシア複層林施業技術
現地実証調査

マルチソース森林資源調査
と森林経営の認証手法に関
する共同研究

マルチソース森林資源調査
と森林経営の認証手法 に関
する共同研究

針葉樹病害 におゃ る菌 と昆
虫の相互作用に関する共同
研究

炭素循環に関するグローバ
ルマ ッピングとその高度化
に関する国際共同研究 に関
する打合せ調査

森林動態及び地下部有機物
蓄積過程の解明 と構成樹種

の環境適応特性の解明

林動態及 び地下部有機物蓄
積過程の解明 と構成樹種の
環境適応特性 の解明

農場内造林地の植栽初期段
階 における保育手法評価

11．8 ．2 ～10．8 ．17 国際協力事業団

マ レイシア 11．8 ．16－11．8 ．2 1 国際協力事業団

フィンランド

フィンランド

アメリ．カ ・

中華人民共和
国

ミクロネシア

ミクロネシア

L＿タイ

1 1．9 ．14－11．9 ．2 5

1 1．9 ．14－11．9 ．25

11．10 ．10”1 1．10 ．31

11．11．4－1 1．1 1．18

11．12．2 －11．12，2 2

1 1．12．2 －1 1．12．12

12．1 ．6 ～ 12．1 ．23

科学技術振興調整費

科学技術振興調整費

科学技術振興調整費

科学技術振興調整費

科学技術振興調整費

科学技術振興調整費

農林水産業技術振興費

実 施 機 関 ．研　　 修　　 名 期　　　 間

N O V A 高知校 英語研修 10 ．10 ．1 ～1 1．3 ．24

N O V A 高知校 英語研修 10．10 ．1 ～ 11．3 ．24

N O V A 高知校 英語研修 10．10 ．1 － 11．3 ．24

森林技術総合研修所 平成 11年度 「森林政策技術」研修 11．1 ．1 2～ 11．1 ．14

農林水産技術会議事務局
筑波事務所

平成 11年度数理統計短期集合研修 11．11．7 ～11．11．20
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気象 観 測 値
（ 1999年 1 ～12月）

観測地点 森林絵合研究所四国支所
北緯 33032′09〝
東経 133028′54一
海抜高 50 m

気　　　　　 温　　　 （℃ ） 湿 度

（％）

降 水 量

（珊 ）
平 均

平 均

最 高

平 均

最 低

極　　　　　 値

最 高 （起 日） 最 低 （起 日）

6 ．5 13 ．2 1 ．2 18 ．4 （6） －3 ．5 （10） 60 ，5 2 7

6 ．4 12 ．6 0 ．9 19 ．5 （18） －5 ．5 （4） 64 ．3 5 6

12 16 ．8 7 ．7 23 ．1 （19） 0 ．9 （2 3） 73 ．1 238

15 ．2 20 ．4 10 ．5 25 ．0 （2 7） 2 ．0 （8 ） 71 ．7 32 7 ．5

19 ．8 25 ．3 14 ．8 27 ．9 （14） 8 ，8 （ 1） 7 5 ．8 34 5

23 ．1 27 19 ．7 31 ．6 （17） 15 ．6 （9 ） 8 7 ．2 588 ．5

2 5 ．5 29 ．4 22 ．6 3 2 ．5 （20） 1■8 ．6 （9） 8 8 ．8 4 82

・2 6 ．8 3 0 ．7 23 ．9 別 ．3 （14） 22 ．6 （25） 9 1 ．7 2 68

2 5 ．9 3 0 ．3 22 ．8 3 1 ．9 （3 0） 17 ．0 （27） 88 ．7 34 9

20 2 5 ．6 15 ．6 30 ．4 （14） 9 ．5 （18） 76 ．3 56 ．5

13 ．6 19 ．4 9 ．1 25 ．4 （14 ） 1 ．5 （29） 74 ．5 16 4 ．5

7 ．7 13 ．9 3 ．1 18 ．9 （ 9）＿ －3 ．1 （2 1） 66 ．8 8

16 ．9 22 ．1 12 ．7 34 ．3 －5 ．5 76 ．6 29 10

16 ．8 21 ．9 12 ．4

（－9 1．8 ．27 ）

3 9

（，鮒 ．1 ．2 5）

－6 ．0 76 2 297 ．8
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5 6 平成11年度森林絵合研究所四国支所年報

固定 試 験

並 理
番 号

試　　　 験　　　 地　　　 名 研　　　 究　　　 項　　　 目 管 理署 等 事 務所 等 林 小 姓

65 ．は

54 ．は

1 千 本 山天然 更新 試験 地

小 屋敷 山 天然 更新試 験 地

人工 林 の構造 解析 安　 芸 魚 梁 瀬事 務所

2 人工 林 の構造 解 析 安　 芸 魚梁 瀬事 務所

3

4

5

滑 床 山 ヒノキ 人工林 収穫 試験 地

滑 床 山ス ギ人工 林収 穫 試験 地

一 ノ谷 山 スギ 人工林 収穫 試験 地 －

人工 林 の構 造解 析 愛　 媛 宇 和 島事 務所 72 ．る

人工 林 の構造 解 析 愛　 媛 宇 和 島事 務所 61．る

100 ．ろ

128．ほ1・ほ2

215．に

55 ．ほ

人工 林 の構造 解析 安　 芸 魚梁 瀬事 務所

6

7

西 又東 又 山ス ギ人工 林収 穫 試験 地 人工 林 の構造 解析 安　 芸 魚梁 瀬事 務所

下 ル川 山セ ノキ人工 林収 穫 試験 地

浅 木原 ス ギ人工 林収 穫試 験 地

人工 林 の構造 解析 四万 十 窪 川事 務所

8

9

人工 林 の構造 解析 香　 川

浅 木原 ヒノキ 人工林 収穫 試験 地

＿　 人工 林 の構造 解 析
香 ■川 55 ．ほ

19

3 5

黒 森 山連続 施肥 試験 地

中 ノ川 山 スギ 人工林 収 穫試験 地

複層林施薬による地表保護効真の解明 嶺　 北 96 ．は

95．は・98．は人工 林 の構造 解 析 嶺　 北

39 二 段林 造成 試験 地

スギ・ ヒノチニ附 木の形質竺 」
民 有 林 久万町不二峰

226 ．い

20 ．ほ

65．ぬ 1

215．は

272．に

40 奥 足川 山 ヒノキ人工 林 収積 読験 地 ・

西 ノ川 山 ヒノキ人工 林 収穫 試験 地

松 山 スギ 非皆 伐人工 更 新試 験地

下 ル川 山ス ギ人工 林収 穫試 験地

人工 林 の構 造解 析 四万 十 宿毛 事務 所

43 人工 林 の構 造解 析 愛　 媛 西条森林管理センター

4 7

4 9

スギ， ヒノキニ段林下木の形質の解明 愛　 媛

人 工林 の構 造解 析 西方 十 窪 川

50 十 八 川 山ス ギ人工 林収 律試 験 地

市 ノ又森 林郵 撃剛 賦 験地

人 工林 の構 造 解析 宿　 毛

54 源 流域 天然 林 の構 造 と樵能 の解 明 四 万十 大 正事 務所 86．は
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地 表

今後 の 調 査 計 画

スギ，

ヒノキ

H ．22年度調査，以降10年毎調査 1 0 5

1 0 5

経営

軽骨

H ．6年に研究項目変更

経営

スギ

ヒノキ

スギ

ヒノキ

スギ

スギ，ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

スギ

スギ

スギ

1 ．0 0

1 ．4 0

1 ．3 2

3 ．8 6

5 ．3 0

5 ．2 3

0 ．7 8

7 ．3 5

0 ．2 0

ク

〃3 4

S ．35

S ．36

経営

経営

1 3年度調査以降 5 年毎調査

・
ク

一ケ

S ．39

S ．40

・ク
ク

ク

S ．34

S ．4 1

S ．43

林地

1 3年度調査，以降 5年毎調査

1 2

経営

H ．7

S ．6 0

造林 H ．元

1 1 ．7 4

1 4 ．8 1

4 ．1 4

2 ．8 0

1 ．4 2

S ．44

S ．46

S ．4 7

4 0

0 ．4

H ．14

H ．16

1 1 0

2 0 0

経営 S ．6 0

経営 ク

H ．12 1 2 0 造林 H ．元

S ．4 7

S ．4 8

H ．4 0

H ．4 0

H ．1 5

H ．14

7 0 経営 S ．60

1 6 0 経営 S ．60 ・
ケ

ヒノキ，ツガ，モミ，広葉樹 1 ．0 0 H ． 7 H ．17 1 ケ月毎調査 1 0 0 造林 H ．1 1 ・
ク



5 8 平成11年度森林捻合研究所四国支所年報

平成 12 年 度 の 研 究 課 題（平成12年4月現在）

研究問題 ⅩⅢ 素雨・急傾斜地域の森林管理技術の高度化

担 当
研究室

課患担当者 研究年度 予算区分 備　 考
研　　 究　　 課　　 蔦

垂 「車重［　 小　 課　 鳶

林地保全研

林地保全研

北 海道 ・

土壌 研

林地保全研

林地保全研

造林 研

造林 研

造 林 研

保 護研

造林 研

関西 ・造林

研

造林 研

経 営研

経 営研

（鳥居　 厚志 ）

11－ 13

11～ 14

11～14

11～13

9 ～13

10－12

11－・14

12” 12

7 － 11

経 常

環 境研 C O 2収 支

四万 十川

別国傾 斜 地

四万 十川

（新 規）

収 穫 試 験

1 ．環境 保 全的森 林 管理 技術 の 向上

1 ）急 傾斜 地 に おけ る立地 環境 の保 全技 術 の開 発 （鳥居　 厚志 ）

（4）窒 素無 横 化 特 性 が森 林 の一 次 生 産 に及 稲 垣　 善 之

ほ す影響 の 評価 鳥居 厚志

夜 宮 佳樹

（5）枯 死 木や 根 株 の腐 朽 分 解 に よる C O 2放

山 田　 穀

鳥居 厚志

出長 の評 価

（6）森林 流域 か らの 水質 負荷 の実 態解 明

（7）森 林 化 した 耕作 放 棄 地 の公 益 的機 能 の

稲 垣 善 之

雀 宮 佳樹

山田 鼓

田中 永晴

酒 井 佳美

石 塚 成宏
松 浦 隆次郎

舌 永秀 一郎

山田 毅

三 浦 覚

稲 垣 善之

鳥 居 厚志

究

公 害 防

止

地 域絵

変動 評価

2 ） 環境 資 源 と しての森 林 の保 全技術 の向上

在 官 佳樹

山田 穀
稲 垣 善之

田淵 隆一
酒 井 武

倉 本 恵生

酒 井 敦

（田淵 隆一 ）

∠ゝ
ロ

経 常

経 常

公 害 防

（4）天 然 林 主 要構 成 材 種 の種 子 生 産 一美 生 倉 本　 恵生

走 者 過程 の解 明

（5）雑 草 木 の 種 子散 布 特性 と人 工林 へ の 侵

酒 井 武

酒 井 敦

大 黒 正

田淵 隆一

酒 井 敦

入過 程

（6）清 流 環 境 保 全 の ため の保 育 管 理手 法 の

田淵 隆一

酒 井 武

倉 本 恵生

大 黒 正

佐 藤 主食

田淵 隆 一

開発

（7）長 期 複 層 林 の上 木 伐採 に対 す る 下木 の

酒 井 武
倉 本 恵生

大 黒 正
酒 井 敦

竹 内 郁雄

酒 井 武

止

指定 Ⅰ

経 常

指 定 Ⅱ

成 長 反応

2 ．高 度 に人工 林化 した地 域 にお け る林業経 営 技術 の 向上

田淵 隆 一

酒 井 敦

倉 本 書生

大 黒 正
（前 藤 薫 ）

1 ） 中 山間 地域 におけ る林 業経 営技術 の改善 （松 村　 直 人）

（1）魚 梁 瀬 天 然 木 の調 査管 理 シス テ ムの 開 」、谷　 英 司

発 松 村　 直 人 － 12

（5）四国 地 域 にお け る収穫 試 験 地 資料 を用 松 村　 直 人 8 －12

いた長 伐 期林 の暫 定収 穫予 測 小 谷 英 司

都 築 伸行

（四国）
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研　　 究　　 課　　 老 担　 当 課蓮担当者 研究年度 予算区分 備　 考麺 ‾T 「 ㌃　 藩 研究室

（6）森林生態系を重視した公共事業の導入 軽骨研

造林研

林地保全研

保護研

軽骨研

軽骨研

経営研

造林研

林地保全研

経営研

松村　 直人 8 ～17

10～12

10～12

11～14

11－12

8 ～10

治山事 導入手法

四万十川

モデルフォレ

手法調査

（8）一森林組合の事業展開分析 と合理的森林

小谷 英司
都築 伸行
田淵 隆一
酒井 武
倉本 忠生
酒井 敦
鳥居 厚志
雀宮 佳樹
稲垣 善之
山田 鼓
前藤 兼
田端 推進
佐藤 圭稔
都築 伸行

業

経常

経常

公害防

管理受託方策の検討 松村　 直人
（9）森林資源情報の効率的管理システムの 松村　 直人

検討

（川 流域森林資源の空間分布解析 ・評価と

小谷 英司
都築 伸行
松村 直人

環境保全横能の変動評価

（吻 四万十川モデルフォレストにおける事

小谷 英司
都築 伸行
田淵 隆一
酒井 武
倉本 恵生
酒井 敦
鳥居 厚志
慈官 位樹
稲垣 善之
山田 鼓
松村 直人

止

指定 Ⅰ

経常

例研究

2 ）中山同地域における森林生物の管理技術の高度

造林研
林地保全研
保護研
林業軽骨・
解析研
林業経営・
環境管理研

田淵 隆一
鳥居 厚志
前藤 兼
家原 敏郎

斉藤 和彦

（前藤 薫）

スト四国

四万十川

化
（2）スギ ・ヒノキ穿孔性害虫の個体群変動 保護研 佐藤 重穂

＿lム国の　 声、
保護研

別 ～12
軽骨（3）病虫獣書発生情報の収集と解析 前藤　 薫

田端 推進
元－ 9

～14

（5）キバチ科 ・クビナガキバチ科昆虫と共 保護研

保護研

佐藤 圭穂
田端 雅進 10－12

11－14

経常

公害防

生する菌類の分類と分布に関する調査

（6）水生節足動物相を指標とした流域環境

前藤 薫
佐藤 重穂
前藤 薫

の評
保護研

林地保全研

森林生物・
腐朽研

●、
11－12

止
ヒノキ腐朽（7）ヒノキ材質腐朽病害の感染経路 と伝染 田端　 雅進 指定 Ⅰ

様式の解明 前藤 薫
鳥居 厚志
稲垣 善之
阿部 恭久
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昭和14年 7 月

昭和22年12月

昭和26年12月

昭和29年 3 月

昭和34年 4 月

昭和34年 7 月

昭和38年 4 月

昭和39年 4 月

昭和63年10月

平成11年度森林絵合研究所四国支所年報

沿革

治リー1治水，砂防造林等に関する就験を行うため，大正試験地を設置。

高知営林局の試験調査部門と大正試験地を統合・編成換えし，林業試験場高知支場として同

営林局内に併置。

造林，経営，土壌の 3研究室と庶務課を設置。

大正試験地を廃止。

保護研究室 を設置。

高知支場を四国支場と改称。支場長は専任となる。

調査室 を設置。

新庁舎（現在地）への移転完了。

組織改編により森林稔合研究所四国支所となる。調査室を連絡調整室，土壌研究室を林地保

全研究室と改称。

職員 の

転出 11 ．10．1 三浦 覚

1 2 ．4 ．1

1 2 ．4 ．1

1 2 ．4 ．1

今富 裕樹

書永秀一郎

佐々木伸弘

転 1 1 ．1 0 ． 1

1 2 ．4 ．1

1 2 ．4 ．1

1 2 ．4 ．1

1 2 ．5 ． 1

篠宮 佳樹

高野 勉

鳥居 厚志

根本 成雄

吉村真由美

異動（11．9．2～12．9．1）

四国支所主任研究官（林地保全研究室）一本所環境部主任研究官

立地環境科土壌物理研究室

連絡調整室長 一 生産技術部作業技術科労働科学研究室長

林地保全研究室長一森林環境部立地環境科地質研究室長

研究情報専門官一北海道支所会計課用度係長

林地保全研究室一森林環境部立地環境科地質研究室

連絡調整室長一木材利用部主任研究官

加工技術科機械加工研究室

林地保全研究室長一関西支所連絡調整室長

庶務課会計係長一農産園芸局神戸植物防疫事務所大阪支所庶務係長

保護研究室一本所企画調整部企画科企画室

内部異動 12 ．4 ．1 日高 健治 研究情報専門官一庶務課会計係長
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現有 施 設

6 1

1

2

3

4

5

6

7

0

0

機

北海道支所（札幌市）

東北 支 所（盛岡市）

閑西 支 所（京都市）

庶務課

青田

構
（ 平蕗 12生 q 月 1 口胡女 1

農林水 産 省 林 野 庁

森林 絵 合 研 究 所

（ 茨城県茎崎町）

（ 木曽就敵地）

（ 千代田試験地）

（ 小笠原試験地）

（ 高萩試験地）

（ 十日町試験地）

（ 多摩試験地）

四国 支 所 一

佐々 朋幸

九州 支 所（熊本市）

連絡調整室

高野 勉

造林研究室

田淵 隆一

林地保全研究室

鳥居 厚志

保護研究室

前藤

一庶務係

中田 雅人

藤原 拓也．山中 美和

一会計係

根本 成雄

山本 加代，野村 匡

大黒 正，日高 健治

津渕 照江，弘田 孝行

門田 春夫

酒井 武．倉本 恵生

酒井 敦，（兼）大黒 正

篠宮 佳樹，稲垣 善之

山田 穀

黒田端 雅進，佐藤 重穂

書付真由美

経営研究室

松村 直人 小谷 英司，都築 伸行

多摩森林科学園（八王子市）

建 物　 名

庁舎本館

建築面積 延 面 積 建　　 物　　 名 建築面積 延 面 積

698 nf 1，52 2nf 9　 薬　 品　 庫 5rげ 5 rげ

造林研究棟 165 16 5 10　 消防用 ポンプ格納庫 9 9

共同試料調整室 120 320 1 1 ポンプ室 6 6

隔鞍温室 65 6 5 12　 ガラス室 6 3 63

渡廊下 17 17 13　 網　　 室 2 2 2 2

租試料調整測定室 99 99 14　 森林昆虫生理実験棟 36 2 36 2

堆肥舎 46 4 6 15　 昆虫網室 3 9 3 9

消防器具庫 33 3 3 合　　 計 1，74 9 2，77 3
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敷地 お よび 実 験 林

敷地 面 積 7．67 ha

庁舎 ・ 宿 舎 敷 1．38 ha

実験林・樹木園・宙畑・その他 6．29 ha
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伊野IC 高知自動車道 至高知IC
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土讃線

至窪川

国道33号線

朝倉斬

●闇 ●県庁
●市役所

至はりまや橋

至伊野・松山

四国支所
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